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は じ め に 

 

 

大田区教育委員会では、大田区の教育の５か年計画として重要施策を取りまとめ

た「おおた教育ビジョン」（以下「ビジョン」という。）を令和元年６月に策定いたし

ました。このビジョンの推進にあたっては、より実効性を高めるため、毎年取組の

状況について点検・評価を実施することとしております。 

また、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 26 条では、教育委員会は、

毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検・評価を行うこと

が義務付けられております。 
 

以上のことから、この度、ビジョンの令和２年度実施状況の点検・評価を行い、

報告書として取りまとめました。点検・評価の実施にあたりましては、今後の教育

施策の参考とさせていただくために、学識者の視点として有村久春氏に依頼し、ご

意見をいただき掲載しております。 

本報告書につきましては、区民の皆様に対して、教育に関する事業の実施状況を

説明させていただくため、区議会に提出するとともに、ホームページにより公表い

たします。 
 

また、令和２年から新型コロナウイルス感染症の影響により、ビジョンに掲げた

取組内容の一部に実施困難なものが生じています。 

このため、昨年度はビジョンで特に重視する「未来を創る力の育成」に係る 24 の

事業について、コロナ禍においても実施可能な取組に見直す「令和２年度補完版」

を策定しました。 

このたび、ビジョンに掲げる全事業を対象に計画を点検し、令和３年度以降の取

組を必要に応じて補完する「令和３～５年度補完版」を策定いたしました。 
 

大田区教育委員会は、これからの社会を担う子どもたち一人ひとりが未来社会の

変化にしなやかに対応するとともに、主体的に社会に参画し、新たな知識や価値を

創り出し、豊かに生きていく力をはぐくむことができるように、今回の点検・評価

の結果を踏まえ、大田区の教育が一層充実したものとなるよう努めてまいります。

そのためにも、これまで以上に、学校、家庭、地域、行政の連携を深め、各施策に取

り組んでまいります。 

 

 

令和３年７月 大田区教育委員会 
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Ⅰ　令和２年度「おおた教育ビジョン」の事業実績と評価、
 　　おおた教育ビジョン（令和３～５年度補完版）

○判定の基準

○評価結果

☆

　おおた教育ビジョンに掲載した計画事業について、下記の判定基準に基づき、令和２年度
の事業実績の評価を行いました。対象事業は６つのプランに掲載した93事業で、57事業が
「○」、25事業が「△」、９事業が「×」、２事業が「☆」となりました。各プラン毎の内訳は、下記
の評価結果のとおりです。
　各事業の実施状況及び評価の詳細については、各プランの「評価事業」実績・評価・計画一
覧のとおりです。評価は、各事業の令和２年度目標に対する進捗状況により判定しています。
本件点検・評価の実施により、各事業の成果及び課題を把握し、次年度につなげています。
　また、同様の判定基準に基づき、令和３～５年度計画の点検を行い、一部の取組について
必要に応じて補完しました。各プラン毎の年度別評価の内訳は、下記の評価結果のとおりで
す。
　各事業の評価及び補完内容については、各プランの「評価事業」実績・評価・計画一覧のと
おりです。この内容を踏まえ、令和３年度以降の取組を着実に進めてまいります。

○

△

×

計画通り実施

実施内容変更

中止（予定）

計画を上回る進捗で実施

令和４年度計画

○ △ × ☆
１　未来社会を創造的に生きる子どもの育成 24 24 0 0 0
２　学力の向上 7 7 0 0 0
３　豊かな心の育成 7 7 0 0 0
４　体力の向上と健康の増進 7 6 0 1 0
５　魅力ある教育環境づくり 37 26 10 0 1
６　学校・家庭・地域が一体となってともに進める教育 12 11 1 0 0

計 94 81 11 1 1

令和５年度計画

○ △ × ☆
１　未来社会を創造的に生きる子どもの育成 24 24 0 0 0
２　学力の向上 7 7 0 0 0
３　豊かな心の育成 7 7 0 0 0
４　体力の向上と健康の増進 7 6 0 1 0
５　魅力ある教育環境づくり 36 30 6 0 0
６　学校・家庭・地域が一体となってともに進める教育 12 11 1 0 0

計 93 85 7 1 0

プラン名
令和４年度
対象事業数

評価

プラン名
令和５年度
対象事業数

評価

令和２年度実績

○ △ × ☆
１　未来社会を創造的に生きる子どもの育成 24 16 7 0 1
２　学力の向上 7 4 2 1 0
３　豊かな心の育成 7 3 2 2 0
４　体力の向上と健康の増進 7 3 0 4 0
５　魅力ある教育環境づくり 36 26 8 1 1
６　学校・家庭・地域が一体となってともに進める教育 12 5 6 1 0

計 93 57 25 9 2

令和３年度計画

○ △ × ☆
１　未来社会を創造的に生きる子どもの育成 24 21 2 0 1
２　学力の向上 7 7 0 0 0
３　豊かな心の育成 7 5 1 1 0
４　体力の向上と健康の増進 7 5 0 2 0
５　魅力ある教育環境づくり 38 27 10 0 1
６　学校・家庭・地域が一体となってともに進める教育 12 11 1 0 0

計 95 76 14 3 2

プラン名
評価令和２年度

対象事業数

プラン名
令和３年度
対象事業数

評価
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○「評価事業」　実績・評価・計画一覧の見方

２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

海外（アメリカ合衆国・セーラム市、ドイツ連邦共和

国・ブレーメン市）でのホームステイを通して、外国の

生活や文化の理解、並びに外国語（英語）の習熟などを

図り、国際社会において信頼と尊敬を得られる人間性豊

かな生徒の育成をめざします。

○令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、生徒の海外派遣は中止と

しましたが、国際感覚を育む機会を作るよう、ＩＣＴ機器やデジタ

ル教科書を活用しながら授業等を充実させました。

○令和３年度計画

新型コロナウイルス感染症の影響により、生徒の海外派遣は中止と

しますが、国際感覚を育む機会を作るよう、ＩＣＴ機器やデジタル

教科書を活用しながら授業等を充実させ、学習成果を動画等で記録

し派遣地の関係者に見ていただくなどの交流活動を検討します。

18

No.

実績・計画

事業名 事業内容及びスケジュール
説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし

指導課△ △ ○ ○

担当課

中学校生徒海外

派遣

令和４年度計画

○ △ × ☆
１　未来社会を創造的に生きる子どもの育成 24 24 0 0 0
２　学力の向上 7 7 0 0 0
３　豊かな心の育成 7 7 0 0 0
４　体力の向上と健康の増進 7 6 0 1 0
５　魅力ある教育環境づくり 37 26 10 0 1
６　学校・家庭・地域が一体となってともに進める教育 12 11 1 0 0

計 94 81 11 1 1

令和５年度計画

○ △ × ☆
１　未来社会を創造的に生きる子どもの育成 24 24 0 0 0
２　学力の向上 7 7 0 0 0
３　豊かな心の育成 7 7 0 0 0
４　体力の向上と健康の増進 7 6 0 1 0
５　魅力ある教育環境づくり 36 30 6 0 0
６　学校・家庭・地域が一体となってともに進める教育 12 11 1 0 0

計 93 85 7 1 0

プラン名
令和４年度
対象事業数

評価

プラン名
令和５年度
対象事業数

評価

計画事業名、計画期

間における取組の概

要、事業スケジュール

を記載しています。

令和２年度実績、令和

３～５年度計画につい

て、前ページの判定の

基準により評価してい

ます。

「○」以外の判定とした

ものについて、変更・

中止の理由、変更内

容・代替措置等を記載

しています。

事業を所管

する課名を

記載してい

ます。
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大田区教育大綱 

 

 
●基礎学力を習得する。     ●豊かな情操と公共の精神を養う。 

●健やかな身体を育む。     ●心豊かに生活できる地域社会を実現する。 

大田区教育委員会 

教育目標の要旨 

教育目標実現のための 
実施計画 

理念を共有 
※教育目標策定の背景 
・教育基本法、学校教育法、学習指導要領、社会教育法等を踏また教育の充実 
・大田区基本構想将来像「地域力が区民の暮らしを支え、未来へ躍動する国際都市 おおた」の実現 
・大田区としての教育の展開 
・児童・生徒、学校や区民の実態に応じた教育の充実 

プラン２ 学力の向上 【知】 

・「基礎的な知識・技能」     「生きる力」の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能を身に付けた子どもを育てる 
・「思考力・判断力・表現力」   課題を発見し解決するための思考力・判断力・表現力に富む子どもを育てる 
・「主体的に学習に取り組む態度」 学習習慣を身に付け、主体的に学習に取り組む子どもを育てる 
 

 

整
合
・
連
携 

大
田
区
基
本
計
画 

大
田
区
実
施
計
画 

分
野
別
個
別
計
画 

 基
本
構
想
実
現
に 

向
け
た
計
画 

 

ビジョンⅢ  

意欲にあふれ、個性と可能

性を最大限に伸ばす学びの

場を創出する 

 

ビジョンⅠ  

社会の変化に主体的に

対応し、未来を創る力を

育成する 

ビジョンⅣ  

地域の特色を生かし、学

校・家庭・地域が連携・協

働して子どもを育てる 

 

ビジョンⅡ  

「知・徳・体」の調和のと

れた成長を図り、豊かな

人間性を涵養
かんよう

する 

 

おおた教育ビジョン ～豊かな人間性をはぐくみ、未来を創る力を育てる～ 

プラン３ 豊かな心の育成 【徳】 

・「道徳性の涵養
かんよう

」        正義感、責任感、規範意識、自他の生命の尊重など、道徳心に富む子どもを育てる 

・「豊かな情操や感性の醸成」   自然を大切にし、他者を思いやるなど、豊かな情操と感性に富む子どもを育てる 

・「主体性の育成」        自己肯定感・自己有用感をもち、社会に参画するなど、主体性のある子どもを育てる 

・「保幼小中一貫した心の教育」  就学前から小中学校まで、切れ目なくすこやかに心が成長していく子どもを育てる 
 

プラン４ 体力の向上と健康の増進 【体】 

・「体力の向上」         生涯にわたってたくましく生きるための体力の向上に積極的に取り組む子どもを育てる        
・「スポーツを楽しむ態度」    スポーツの楽しさを知り、生涯にわたってスポーツを楽しもうとする子どもを育てる 
・「健康づくり」         健康の大切さを知り、生涯にわたって健康づくりに努める子どもを育てる 
・「基本的な生活習慣の確立」   「早寝、早起き、朝ごはん」など、基本的な生活習慣の身に付いた子どもを育てる 
 

プラン１ 未来社会を創造的に生きる子どもの育成 【未来】 

・「コミュニケーション能力」  コミュニケーション能力に富み、多様な価値を創造する子どもを育てる 
・「論理的、科学的な思考力」  論理的、科学的に思考し、新たな「知」を生み出す子どもを育てる 
・「情報活用能力」       多様な情報を生かし、高度情報化社会を生きる子どもを育てる 
・「ともに生きる力」      考えの違いや多様性を尊重しながら共通性を見出し、ともに生きる子どもを育てる 
・「健康増進・体力向上」     生涯を通して健康の増進に努め、体力の向上を図る子どもを育てる 

 

プラン５ 魅力ある教育環境づくり 【学校・教職員】 

・「特色ある学校づくり」     地域の特色を生かし、学ぶ楽しさ、生きる喜びにあふれる学校経営を推進する 
・「教員の指導力の向上」     学習指導力、生活指導力など、教員の専門的な指導力の向上を図る 
・「主体的・対話的で深い学び」  「主体的・対話的で深い学び」により意欲あふれる授業づくりを行う 
・「学校組織の活性化」      チーム学校の推進や業務改善により、学校組織の活性化・効率化を図る 
・「教育環境の整備」       ICT 環境の整備、学校施設の改築など、良質な教育環境を整備する 
・「特別支援教育の充実」     一人ひとりの児童・生徒のニーズに応じた特別支援教育を充実する 
・「いじめ問題、不登校対策の充実」  いじめ問題、不登校対策など、一人ひとりの児童・生徒の心に寄り添う教育を充実する 
・「安全・安心の向上」      交通安全、防犯など、安全・安心を向上させるための教育を推進する 
 

プラン６ 学校・家庭・地域が一体となってともに進める教育 【学校・家庭・地域】 

・「地域とともにある学校づくり」 地域の特色を生かして地域とともにある学校づくりを行う 
・「安全・安心な環境づくり」   児童・生徒の居場所づくりを進め、安全・安心な環境づくりを行う 
・「家庭教育への支援」      家庭環境に応じた家庭教育への支援を行う 
・「教育相談の充実」       多様化する幼児・児童・生徒の問題に対する教育相談体制の充実を図る 
・「地域への愛着を育てる教育」  地域とのかかわりを通して地域への愛着や誇りを育てる教育を充実する 
・「図書館の整備と文化財保護」  区民の学びを支え、地域の文化を次世代につなげる 

教育ビジョン 重点的に進める教育プラン 

○大田区学習効果測定の実施 
○習熟度別少人数学習の実施 
○学習指導講師等による補習教室 
○教育研究推進校での実践的研究 など 
 

○「特別の教科道徳」の実施 道徳教育の充実  
○移動教室を通じた体験活動の充実 
○集団活動など特別活動、社会体験活動の充実 
○幼児教育の充実 保幼小の交流及び連携の推進 
保幼小中一貫した心の教育の充実 など 

 

○体力調査結果の分析による体育の授業改善 
○大田区小学生駅伝大会の実施 
○体育指導の充実と外遊びの奨励 
○保幼小連携運動遊び指導者研修 
○基本的生活習慣の確立 など 
 

○授業改善セミナーの実施 
○いじめ防止対策の強化 
○副校長アシスタントの配置 
○部活動指導員・校外指導員の配置 
○トイレの洋式化 
○体育館の空調化 
○学校特別支援員の配置など 
 
 

○地域教育連絡協議会の発展 
（学校運営協議会設置の検討） 
○学校支援地域本部の発展・充実 
○放課後の児童の居場所づくり  
○PTA 活動と連携した家庭教育支援 
○教育相談体制の充実 
○地域行事への参加 
○図書館の ICT 化の推進 など 
 

○国語教育の充実 外国語教育の充実 
○科学教育の充実 算数・数学教育の充実 
○ICT 教育の充実 プログラミング教育 
○人権教育の推進 国際理解教育の推進 
○健康教育の推進 食育の推進 体育の充実 
がん教育の実施 など 

 

各
部
策
定
の 

分
野
別
個
別
計
画
等 
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「成果指標」　実績・評価一覧

プラン区

分
目標 成果指標の説明

令和２年度　成果指標の実績評価

（成果・課題等）

年度

年度 〇成果指標の令和２年度実績数値は61.4％で、令和

元年度の63.1％に対し、1.7ポイント減少しまし

た。これは、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、十分な実験・観察が行えなかった結果であると

考えています。

〇授業改善セミナーを中心に教科の専門性を高める

研修を実施し、教員の指導力の向上を図ります。夏

の小学校理科授業力向上研修においては、大学教授

等を講師に招き、各学年の中で課題となっている単

元を取り上げて実施し、教員の授業力向上を図りま

す。令和２年度からは、小学校理科指導専門員・中

学校理科指導専門員を各４名配置し、各学校に巡回

し、指導・助言をすることで、さらに教員の授業力

向上を推進し、児童・生徒の学力向上へつなげてお

ります。

目標
（基準値）

62.7%

（目標値）

68.0％

実績 63.1% 61.4%

R5R1 R2 R3 R4

プラン 1

未来社会

を創造的

に生きる

子どもの

育成

【未来】

コミュニケー

ション能力、情

報活用能力、と

もに生きる力

等、これからの

社会の変化にし

なやかに対応す

る子どもの力と

自信を身に付け

ます。

英語検定３級

以上を取得し

ている生徒の

割合（中学校

第３学年）

◎実用英語技

能検定

成果指標

H30

理科・期待正

答率を超えた

生徒の割合

（中学校第１

学年）

◎大田区学習

効果測定

H30 科学教育とは、理科と算数・数学の知識を基盤と

し、客観的に自然の法則を認識する力や態度をはぐ

くむ教育です。

大田区では、科学に直接かかわる理科を重視し、理

科教育推進拠点校として、区内３小学校を指定し、

地域の独自性を生かしながら理科を中心としたカリ

キュラム・マネジメントを実施します。３校の取組

成果を全ての小学校と共有し、教育活動に生かすこ

とで、科学教育の充実を図ります。

平成30年度の大田区学習効果測定の「中学校第１学

年理科・期待正答率を超えた生徒の割合（達成

率）」は62.7％であり、全国の達成率は68.0％でし

た。

そこで、成果指標は、大田区学習効果測定の中学校

第１学年理科の達成率とし、令和５年度の目標値を

平成30年度の全国の達成率である68.0％とします。

〇令和元年度から、大田区立中学校第３学年全生徒

を対象に公費負担による実用英語技能検定を実施し

ています。成果指標の令和２年度実績数値は52.3％

で、令和元年度の47.4％から4.9ポイント上昇しま

した。これは、区立中学校において放課後及び土曜

日に実施している補習教室での基礎・基本の確実な

定着や、外国語教育指導員の配置によるコミュニ

ケーション能力の育成、ICT機器やデジタル教科書

を活用し、ネイティブの発音や会話を聞くなど、英

語活動の充実による成果と考えています。

〇今後も、大田区立中学校実用英語検定を継続し、

令和５年度での目標値である60.0％の達成に向け

て、生徒の英語学習の意欲向上を図りたいと考えて

います。

目標
（基準値）

32.8%

（目標値）

60.0％

実績

R1 R2 R3 R4 R5 文部科学省は、第３期教育振興基本計画において、

中学校卒業段階で英検３級程度以上を達成した割合

を50%以上にするという指標を立てています。同様

に東京都でも「東京グローバル人材育成計画‘20」に

おいて、令和５年度までの達成目標として60%以上

という指標を立てています。

　一方、大田区の取得率は平成30年度時点で32.8％

であり、令和５年度までに取得率を60.0％に向上さ

せることをめざすことで、国際化の進展に対応した

教育を推進します。

47.4% 52.3%
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プラン区

分
目標 成果指標の説明

令和２年度　成果指標の実績評価

（成果・課題等）
成果指標

年度

年度

「コンピュー

タやインター

ネットなどを

活用して、情

報を収集して

自分の考えを

まとめたり、

発表したりす

ることができ

る」と答えた

児童の割合

（小学校第６

学年）

◎大田区教育

委員会調査

グローバル化が進展し、多様化・複雑化が一層進む

社会を生きていく子どもたちには、異なる価値観の

理解とともに、その中に共通性を見出していく、と

もに生きる心を育てることが重要です。ともに生き

る心の育成につながる基礎的な力として、話し合い

を通じて考えを深める力を育てることが必要です。

平成30年度の全国学力・学習状況調査では、「生徒

の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた

り、広げたりすることができていると思いますか」

という質問に対し、区立中学校第３学年の肯定的回

答の平均値は76.1％でした。同調査では、東京都

76.0％となっております。

「全国学力・学習調査」の項目に肯定的に回答する

中学校第３学年の割合を成果指標として設定し、令

和５年度には、平成30年度より3.9ポイント増の

80.0％まで引き上げることをめざして取り組んでい

きます。

R3 R4 R5 主体的・対話的で深い学びの視点による授業改善

と、個に応じた指導を徹底するため、授業でのICT

機器のさらなる活用を図ります。

大田区教育委員会調査で「コンピュータやインター

ネットなどを活用して、情報を収集して自分の考え

をまとめたり、発表したりすることができる」と答

えた小学校第６学年児童の割合は、平成30年度は

38.5％でした。

成果指標は、上記調査項目の結果とし、令和５年度

には、50.0%まで引き上げることをめざして取り組

んでいきます。

○成果指標の令和２年度実績数値は90.6％(※１)

で、令和元年度の71.6％に対し、19.0ポイント上昇

しました。例年の調査時期は中学校第３学年の４月

であるのに対し、今回の独自調査は学年末の３月で

した。臨時休業の時期があったものの、年間を通し

て新型コロナウイルス感染症対策を徹底しながら、

話し合う活動や自分の考えを深めたり、広げたりす

る活動を行った結果、数値が高くなったと考えてい

ます。

○令和3年度から中学校新学習指導要領が全面実施に

なります。授業改善リーダー研修を通じて主体的・

対話的で深い学びの視点による授業改善を図り、生

徒の話し合う活動を様々な授業において設定するこ

とで、自分の考えを深めたり、広げたりすることが

できるよう、取り組んでいきたいと考えています。

R5R3 R4

○成果指標の令和２年度実績数値は41.8％で、令和

元年度の41.6%に対し、0.2ポイント上昇しまし

た。微増ではありますが、新型コロナウイルス感染

症の影響の中でも、学習者用タブレット型パソコン

を活用し、児童の意見をスライドレール式電子黒板

に表示し、互いの考えを明らかにしながら話し合う

学習活動を行った結果であると考えています。

〇令和３年２月に区内小学校全児童１人１台タブ

レット端末の貸与を完了しました。このタブレット

端末を効果的に活用して、調べたことをまとめた

り、発表したりする活動を意識的に取り入れた授業

改善に努め、目標値を達成することができるよう取

り組んでいきたいと考えています。

（目標値）

50.0％

（目標値）

80.0％

H30 R1 R2

目標
（基準値）

38.5%

「生徒の間で

話し合う活動

を通じて、自

分の考えを深

めたり、広げ

たりすること

ができてい

る」と答えた

生徒の割合

（中学校第３

学年）

◎全国学力・

学習状況調査

H30 R1 R2

実績 41.6% 41.8%

目標
（基準値）

76.1%

実績 71.6% 90.6％

(※１)
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プラン区

分
目標 成果指標の説明

令和２年度　成果指標の実績評価

（成果・課題等）
成果指標

年度

年度

「運動をもっ

としたい」と

答えた児童の

割合（小学校

第６学年）

◎東京都児

童・生徒体

力・運動能

力、生活・運

動習慣等調査

H30 R1 R2

目標

プラン２

学力の向

上

【知】

児童・生徒一人

ひとりの学ぶ意

欲を高め、確か

な学力を定着さ

せます。

数学・期待正

答率を超えた

生徒の割合

（中学校第３

学年）

◎大田区学習

効果測定

H30 R1 R2

目標
（基準値）

64.5%

実績 68.9% 67.0%

R5

おおた教育振興プラン2014 の学力向上アクション

プランでは、基礎学力の定着の度合いを測る成果指

標として、大田区学習効果測定の中で、積み重ねの

教科である数学の中学校第３学年の期待正答率を設

定しました。平成30 年度の目標値を期待正答率

62.0％とし、学力向上に向けた取組を推進した結

果、平成30 年度の期待正答率は64.5％となり、目

標を達成しました。また、国語、社会、理科を含め

た4 教科の達成率についても全教科で平成25 年度の

達成率を上回り、学力の向上を推進することができ

ました。

しかし、全国での学力向上に向けた取組も推進さ

れ、全国の達成率も向上しており、平成30 年度中学

校第3 学年数学の全国の達成率は65.7％でした。そ

こで、成果指標は引き続き、大田区学習効果測定の

中学校第3 学年の達成率とし、令和５年度の目標値

を平成30 年度の全国の達成率である65.7％としま

す。

〇成果指標の令和２年度実績数値は67.0％で、令和

元年度の68.9％に対し、1.9ポイント減少しまし

た。これは、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、授業改善セミナーなどが中止となり、学力向上

の十分な取組が行えなかった結果であると考えてい

ます。

〇従来から実施している初任者研修、２・３年次研

修、授業改善セミナー、授業改善リーダーによる授

業改善のポイントの解説等の実施や、習熟度別指

導、放課後・土曜補習教室等を実施することをより

充実させて、正答率の向上を目指していきたいと考

えています。

（目標値）

65.7％

R3 R4 R5

生涯にわたり健康の維持増進を図るためには、運動

やスポーツが好きという気持ちを子どもの頃から高

め、運動習慣を定着させることが大切です。そのた

めには、運動やスポーツの楽しさや喜びを味わい魅

力を感じることが必要です。

平成30年度の東京都児童・生徒体力・運動能力、生

活・運動習慣等調査では、「運動をもっとしたい

か」という質問に対し、区立小学校第６学年の肯定

的回答の平均値は55.45％でした。同調査では、東

京都55.60％となっています。

「東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習

慣等調査」の項目に肯定的に回答する小学校第６学

年の割合を成果指標として設定し、令和５年度に

は、60.60％まで引き上げることをめざして取り組

んでいきます。

○成果指標の令和２年度実績数値は56.04％（※

２）で、令和元年度の55.50%に対し、0.54ポイン

ト上昇しました。これは、新型コロナウイルス感染

症対策を徹底しながら、実施校において運動やス

ポーツの楽しさを味わう取組を行った結果であると

考えています。

○今後は、感染症対策を徹底しながら運動やスポー

ツの楽しさや喜びを味わうことができる授業改善に

励みます。各校が体育の授業において学習者用タブ

レット型パソコンを活用し、さまざまなスポーツの

動画を見たり、模範的な動きと自らの動き、友達の

動きを動画比較してみるなどして、より興味を沸か

せる学習活動となるよう工夫します。さらに、運動

領域と保健領域との関連を図る指導に留意し、目標

値を達成することができるように取り組んでいきた

いと考えています。

（目標値）

60.60％

（基準値）

55.45%

実績 55.50% 56.04%

(※２)

R3 R4
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プラン区

分
目標 成果指標の説明

令和２年度　成果指標の実績評価

（成果・課題等）
成果指標

年度

年度プラン４

体力の向

上と健康

の増進

【体】

スポーツに親し

む心の育成や、

運動習慣の定着

による体力の向

上等、生涯にわ

たって健康増進

を図る意識の向

上を図ります。

体力合計点

（小学校第６

学年男女）

◎東京都児

童・生徒体

力・運動能

力、生活・運

動習慣等調査

H30 R1 R2

目標

（基準値）

男子

60.31点

女子

61.65点

実

績

男子

59.52点

女子

60.84点

男子

60.31点

女子

61.91点

(※２)

R4 R5

持久力、筋力、柔軟性など総合的な体力の向上をめ

ざし、東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運

動習慣等調査の体力テストによる小学校第6 学年男

女の体力合計点を成果指標として設定します。

令和５年度には、男子は平成30 年度までの過去10

年の最高値である平成23 年度の60.62 点を目標値

とし、女子は平成30 年度の東京都の平均点である

61.68 点を目標値として取り組みます。

〇成果指標の令和２年度実績数値は男子60.31点、

女子61.91点（※２）で、令和元年度の男子59.52

点、女子60.84点に対し、男子は0.79点、女子は

1.07点上昇しました。これは、新型コロナウイルス

感染症対策を徹底しながら、実施校においてコロナ

禍においてもできる体力向上の取組を行った結果で

あると考えています。

〇令和２年度は、令和元年度体力調査実施報告書を

改善し、体力向上プログラムを作成しました。令和

３年度東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運

動習慣等調査の実施にあたっては、体力向上プログ

ラムを各校が参考にし、体力向上の取組の徹底を十

分に図り、成果につなげていきたいと考えていま

す。

（目標値）

男子

60.62点

女子

61.68点

R3 R4 R5

自己肯定感は、年齢が上がるにつれて下がる傾向に

あります。特に日本人は諸外国と比べ数値が低いと

言われてきました。平成30 年度の全国学力・学習状

況調査では、区立小学校第６学年の肯定的回答の平

均値は82.2％でした。同調査では、東京都83.6％、

全国84.0％となっています。過去５年間の大田区の

児童の自己肯定感は年々上昇しており、都と国の値

に近付きつつあります。

全国学力・学習状況調査の「自分にはよいところが

ある」の項目に肯定的に回答する小学校第６学年の

割合を成果指標として設定し、令和５年度には、平

成30 年度の全国平均値まで引き上げることをめざし

て取り組みます。

○成果指標の令和２年度実績数値は75.0％（※１）

で、令和元年度の81.7％に対し、6.7ポイント減少

しました。これは、新型コロナウイルス感染症の影

響により、様々な学校行事等が中止となったことや

実施しても限定された活動になってしまったことに

より、児童が自己肯定感を高めたり、教職員が児童

を評価する機会が減少したことが影響していると考

えています。

○今後、教職員は意図的・計画的に主体的に学習に

取り組む態度を評価するとともに、児童・生徒一人

一人の良い点や可能性、進歩の状況について個人内

評価し、児童・生徒に言葉で伝えていきます。

○道徳科における学習を充実させるとともに、キャ

リア・パスポートを活用し、自分自身を振り返る活

動を効果的に取り入れていくことで自己肯定感の向

上を目指していきたいと考えています。

（目標値）

84.0％

R3プラン３

豊かな心

の育成

【徳】

子ども一人ひと

りの健全な正義

感や自己肯定

感、自己有用感

等を高めるとと

もに、自他の生

命の尊重する心

を育成する等、

未来への希望に

満ちた豊かな心

を育みます。

「自分にはよ

いところがあ

る」と答えた

児童の割合

（小学校第６

学年）

◎全国学力・

学習状況調査

H30 R1 R2

目標
（基準値）

82.2%

実績 81.7% 75.0％

(※１)
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プラン区

分
目標 成果指標の説明

令和２年度　成果指標の実績評価

（成果・課題等）
成果指標

年度

年度プラン６

学校・家

庭・地域

が一体と

なってと

もにすす

める教育

【学校・

家庭・地

域】

学校・家庭・地

域が担う役割な

どを明確にし、

地域に開かれた

教育の実現をめ

ざします。ま

た、相互の連携

を深め、子ども

を育てる仕組み

をつくります。

区民が生涯を通

じて学び続ける

拠点として図書

館機能の充実を

図り、学び合い

による地域づく

りを進めます。

また、地域の歴

史・文化資源の

保護、活用を進

めます。

学校支援地域

本部の事業に

参加したボラ

ンティアの数

H30 R1 〇令和２年度の学校支援地域本部の事業に参加した

ボランティアの数は30,326人で、令和元年度の

53,292人から22,966人減少しました。これは、新

型コロナウイルス感染症の影響により学校支援地域

本部の活動が縮小されたことによるものと考えてい

ます。

〇このような状況の中でも、各校のコーディネー

ターを中心に、地域の方や保護者の協力のもと実施

された事業もあります。今後は、感染症対策を十分

に講じたうえでコーディネーターのスキルアップや

情報提供等、学校支援地域本部活動の活発化に努め

ます。

（目標値）

65,000人

実績 53,292人 30,326人

児童・生徒の学校生活の基本となる授業において、

各学校が保護者・地域への授業公開時に実施するア

ンケートの共通項目である「子どもたちにとって分

かりやすい授業をしていた。」及び「子どもたち一

人ひとりの活動が充実していた。」に「とてもあて

はまる」と回答をした割合を成果指標として設定

し、教員の指導力向上、授業の改善・充実を図りま

す。

R4 R5

R4 R5 学校支援地域本部の事業に参加した地域ボランティ

アの数をみると、平成26 年度はおよそ２万5,000

人でしたが、平成27 年度は大幅に増加して４万人を

超えています。その後も増加していき、平成30 年度

は約５万8,000 人となっています。

今後も、学校と地域をつなぐパイプ役である学校支

援コーディネーターのスキル向上を図るとともに、

地域に学校支援地域本部活動を周知し、地域ボラン

ティアの一層の増加を図ります。

R2

目標
（基準値）

57,753人

R3

〇成果指標の令和２年度実績数値は63.78％（※

３）で、令和元年度の61.29％に対し、2.49ポイン

ト上昇しました。令和２年度の数値は、学校公開を

実施した学校のみの調査のため、単純に比較はでき

ませんが、新型コロナウイルス感染症対策を十分に

行いながら、ICT機器をはじめとして、指導法を工

夫し、子どもたちにとって分かりやすい授業を行っ

たこと結果であると考えられます。

〇今後は全ての授業において、１人１台タブレット

端末及び電子黒板等のICT機器を活用し、補足資料

の充実などとともに、新たに配置したICT教育推進

専門員による巡回指導及び各校のICT活用推進リー

ダーを活用した教員の指導力向上、授業の改善・充

実を図ります。

（目標値）

65.59％

プラン５

魅力ある

教育環境

づくり

【学校・

教職員】

児童・生徒が安

全・安心に学校

生活を送るため

に、教員の指導

力向上と良質な

教育環境をつく

ります。

「子どもたち

にとって分か

りやすい授業

をしていた

か」及び「子

どもたち一人

ひとりの活動

が充実してい

たか」に「と

てもあてはま

る」と答えた

割合

◎保護者によ

る授業評価

H30 R1 R2

目標
（基準値）

60.59%

実績 61.29% 63.78%

(※３)

R3
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プラン区

分
目標 成果指標の説明

令和２年度　成果指標の実績評価

（成果・課題等）
成果指標

年度

※１　全国学力・学習状況調査中止のため、大田区教育委員会が調査を実施。

※２　東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習慣等調査中止のため、大田区教育委員会が希望校のみ調査を実施。

※３　新型コロナウイルス感染症の影響により、学校公開を実施した学校のみ実施。

「今住んでい

る地域の行事

に参加してい

ますか」に

「あてはま

る」「どちら

かといえば、

当てはまる」

と答えた児童

の割合

（小学校第６

学年）

◎全国学力・

学習状況調査

H30 R1 R2 R3 R4 地域の行事に参加することを通して、地域に対する

愛着が深まり、魅力ある地域を創造していこうとす

る素地が養われます。平成30 年度の全国学力・学習

状況調査では「今住んでいる地域の行事に参加して

いますか」に「当てはまる」「どちらかといえば、

当てはまる」と答えた児童の割合は49.9％でした。

同調査では、全国62.7％、東京都51.1％であり、全

国及び東京都の平均値を下回っています。

地域の課題を進んで解決しようとする、区民が育つ

よう、全国学力・学習状況調査の「今住んでいる地

域の行事に参加していますか」の項目に肯定的に回

答する小学校第６学年の割合を成果指標として設定

し、令和元年度の実績を保てるように、引き続き取

り組んでいきます。

〇令和2年度は全国学力・学習状況調査が中止となっ

たため、実績を数値で把握することができませんで

した。令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影

響により、地域行事が中止となったり、人流抑制の

観点から地域行事への参加を自粛したりする傾向が

見られました。感染症が収まるまでは、直接的な参

加や交流は難しい状況にありますが、インターネッ

トを活用した交流など、新しい手段によるつながり

を模索しています。

〇今後も引き続き、学校は地域活動を行う団体と一

層の連携・共同を図るとともに、児童・生徒に地域

行事及び生徒の地域ボランティアとしての参加を呼

びかけていきます。

目標
（基準値）

49.9%

（目標値）

51.1％

実績 53.9% 未実施

R5
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２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

1 小学生漢字検定 ○ ○ ○ ○ 指導課

2 作文指導教材 ○ ○ ○ ○ 指導課

3 読書活動 ○ ○ ○ ○ 指導課

4 英語教育 ○ ○ ○ ○ 指導課

5 外国語教育指導員 ○ ○ ○ ○ 指導課

6 習熟度別少人数指導 ○ ○ ○ ○ 指導課

7 理科教育推進拠点校 ○ ○ ○ ○ 指導課

8 子ども科学教室 △ ○ ○ ○ 指導課

9 小中学校理科授業力向上研修 △ ○ ○ ○ 指導課

10 ものづくり学習 ○ ○ ○ ○ 指導課

11 ものづくり科学スクール △ △ ○ ○ 指導課

12
電子黒板・タブレット・デジタル教科書などICT機器の

配備
☆ ☆ ○ ○ 学務課・指導課

13 教員のICT活用研修 ○ ○ ○ ○ 学務課・指導課

14 プログラミング教育 ○ ○ ○ ○ 指導課

15 人権教育 △ ○ ○ ○ 指導課

16 道徳授業地区公開講座 △ ○ ○ ○ 指導課

17 体験的な英語活動 ○ ○ ○ ○ 指導課

18 中学校生徒海外派遣 △ △ ○ ○ 指導課

19 中学校特別支援教室（サポートルーム）設置 ○ ○ ○ ○ 学務課

20 日本語特別指導（初期指導） ○ ○ ○ ○ 指導課

21 日本語学級（蒲田小･中） ○ ○ ○ ○ 学務課

22 食育推進チームによる指導 ○ ○ ○ ○ 指導課

23 がん教育（喫煙防止など） ○ ○ ○ ○ 学務課・指導課

24 体育･健康教育授業地区公開講座 △ ○ ○ ○ 指導課

おおた教育ビジョン事業一覧（総括表）

プ

ラ

ン

１

　

未

来

社

会

を

創

造

的

に

生

き

る

子

ど

も

の

育

成

【

未

来

】

事業名 担当所属

実績・計画

通番

【凡例】計画通り実施…〇　　実施内容変更…△　　中止（予定）…×　　計画を上回る進捗で実施…☆

プラン

名
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２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

事業名 担当所属

実績・計画

通番
プラン

名

25 大田区学習効果測定 ○ ○ ○ ○ 指導課

26 学習カルテに基づいた学習カウンセリング ○ ○ ○ ○ 指導課

27 補習教室 ○ ○ ○ ○ 指導課

28 小中一貫の視点に立った学習指導 ○ ○ ○ ○ 指導課

29 教育研究推進校での実践的研究 △ ○ ○ ○ 指導課

30 職場体験 △ ○ ○ ○ 指導課

31
小･中学校連合行事（小学校連合音楽会、中学校連合学

芸会など）
× ○ ○ ○ 指導課

32 道徳教育推進教師連絡協議会 ○ ○ ○ ○ 指導課

33 小中一貫の視点に立った道徳教育 ○ ○ ○ ○ 指導課

34 移動教室の実施及び再構築 × ○ ○ ○ 学務課

35 音楽鑑賞教室(小学校)とオーケストラ鑑賞教室(中学校) × × ○ ○ 指導課

36
幼稚園教諭･保育士合同研修の実施と園内研修（公開保

育及び協議会）の拡充支援
△ △ ○ ○ 幼児教育センター

37 保幼小地域連携協議会の開催と保幼小連携合同研修 △ ○ ○ ○ 幼児教育センター

38 規範意識向上プログラム ○ ○ ○ ○ 指導課

39 大田区小学生駅伝大会 × ○ ○ ○ 指導課

40 中学生「東京駅伝」大会 × × × × 指導課

41 体育指導と外遊び ○ ○ ○ ○ 指導課

42
幼児期運動指導（運動遊び指導）リーダー保育者養成研

修と保幼小連携運動遊び指導者研修
× ○ ○ ○ 幼児教育センター

43 親子運動遊び講座（家庭教育支援講座） × × ○ ○ 幼児教育センター

44 早寝、早起き、朝ごはん月間 ○ ○ ○ ○ 指導課

45 子どもの健康づくり教室 ○ ○ ○ ○ 学務課

プ

ラ

ン

３

　

豊

か

な

心

の

育

成

【

徳

】

プ

ラ

ン

４

　

体

力

の

向

上

と

健

康

の

増

進

【

体

】

プ

ラ

ン

２

　

学

力

の

向

上

【

知

】
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２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

事業名 担当所属

実績・計画

通番
プラン

名

46 夏季休業中の専門性向上ウィーク × ○ ○ ○ 指導課

47 問題行動対応サポートチームと生活指導支援員 ○ ○ ○ ○ 指導課

48 夏休等取得推進日 ○ ○ ○ ○ 指導課

49 副校長アシスタント ○ ○ ○ ○ 指導課

50 部活動指導員と部活動校外指導員 ○ ○ ○ ○ 指導課

51 養護教諭補助 ○ ○ ○ ○ 指導課

52 読書学習司書 ○ ○ ○ ○ 指導課

53 学校図書館の支援 △ ○ ○ ○ 大田図書館

54①
学校施設の改築

（大森第四小学校）
○ ○ 教育総務課

54②
学校施設の改築

（入新井第一小学校）
○ ○ ○ ○ 教育総務課

54③
学校施設の改築

（大森第七中学校）
○ ○ ☆ 教育総務課

54④
学校施設の改築

（東調布第三小学校）
△ ○ ○ ○ 教育総務課

54⑤
学校施設の改築

（赤松小学校）
○ ○ ○ ○ 教育総務課

54⑥
学校施設の改築

（田園調布小学校）
△ △ △ △ 教育総務課

54⑦
学校施設の改築

（東調布中学校）
△ △ △ △ 教育総務課

54⑧
学校施設の改築

（矢口西小学校）
○ △ △ ○ 教育総務課

54⑨
学校施設の改築

（安方中学校）
○ △ △ ○ 教育総務課

54⑩
学校施設の改築

（馬込第三小学校）
△ △ △ ○ 教育総務課

54⑪
学校施設の改築

（入新井第二小学校）
△ △ △ ○ 教育総務課

54⑫
学校施設の改築

（北糀谷小学校）
△ △ △ △ 教育総務課

54⑬
学校施設の改築

（馬込東中学校）
△ △ △ △ 教育総務課

54⑭
学校施設の改築

（萩中小学校）
△ △ △ 教育総務課

54⑮
学校施設の改築

（中萩中小学校）
△ △ △ 教育総務課

55 学校の体育館への空調設備の整備 ○ ○ ○ ○ 教育総務課

56 トイレの洋式化 ○ ○ ○ ○ 教育総務課

57 学校特別支援員 ○ ○ ○ ○ 学務課・指導課

プ

ラ

ン

５

　

魅

力

あ

る

教

育

環

境

づ

く

り

【

学

校

・

教

職

員

】
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２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

事業名 担当所属

実績・計画

通番
プラン

名

58 特別支援教育関連研修 ○ ○ ○ ○ 学務課・指導課

59 医療的ケアの必要な児童・生徒への支援 ○ ○ ○ ○ 学務課・指導課

60 特別支援学級の設置 ○ ○ ○ ○ 学務課・指導課

61 通級指導学級の指導 ○ ○ ○ ○ 学務課・指導課

62 特別支援教室（サポートルーム）の指導 ○ ○ ○ ○ 学務課・指導課

63 子どもの心サポート月間と学校生活調査 ○ ○ ○ ○ 指導課

64 学級集団調査 ○ ○ ○ ○ 指導課

65 いじめ防止対策 ☆ ☆ ○ ○ 指導課

66 登校支援員 ○ ○ ○ ○ 指導課

67 教育相談員の学校訪問･ケース支援 ○ ○ ○ ○ 教育センター

68 適応指導教室での学習指導 ○ ○ ○ ○ 教育センター

69 学校給食における食物アレルギーへの対応 ○ ○ ○ ○ 学務課

70
学校支援コーディネーターの研修等と学校支援地域本部

間の連携・情報の共有化
△ ○ ○ ○ 教育総務課

71 学校施設開放事業 △ △ △ △ 教育総務課

72 放課後の児童の居場所づくり（放課後ひろば） ○ ○ ○ ○ 教育総務課

73 家庭・地域教育力向上支援事業 △ ○ ○ ○ 教育総務課

74 家庭教育学習会 △ ○ ○ ○ 教育総務課

75 PTA活動と連携した家庭教育支援 △ ○ ○ ○ 教育総務課

76 ペアレントトレーニング × ○ ○ ○ 教育センター

77
スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーの

体制充実
○ ○ ○ ○ 教育センター

78 教育相談体制の強化 ○ ○ ○ ○ 教育センター

79
保護者（家庭）からの相談（電話･来室相談）と就学前

機関からの相談
△ ○ ○ ○ 幼児教育センター

80 図書館のICT化 ○ ○ ○ ○ 大田図書館

81 池上図書館の移転 ○ ○ ○ ○ 大田図書館

プ

ラ

ン

６

　

学

校

・

家

庭

・

地

域

が

一

体

と

な

っ

て

と

も

に

す

す

め

る

教

育

【

学

校

・

家

庭

・

地

域

】

プ

ラ

ン

５

　

魅

力

あ

る

教

育

環

境

づ

く

り

【

学

校

・

教

職

員

】
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「評価事業」　実績・評価・計画一覧

２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

改訂 実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

プラン１　未来社会を創造的に生きる子どもの育成　【未来】

No.
実績・計画

事業名 事業内容及びスケジュール
説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

○ ○ ○2 作文指導教材

作文指導教材「書くって楽しいね」を効果的に活用

し、文章を書くことに親しみ、楽しさを知ることで、

全児童の「書く力」の向上を図ります。

○

○ 指導課

指導課

3 読書活動

各学校で読書指導計画を作成し、読書の時間や機会の

確保、読書週間の取組など、児童・生徒の発達段階に

応じた読書活動の充実と読解力の向上を図ります。

読書学習司書は、司書教諭を補助するとともに、学校

図書館を活用した教育活動の企画や教員が図書資料を

駆使した授業を行う際の補助業務を行い、学校での読

書活動、学習活動を充実します。

○ ○ ○

1 小学生漢字検定

小学校の全児童を対象に習熟度合いの把握や目標設定

の機会として漢字検定を実施し、日本語の重要な要素

である漢字の基礎・基本の確実な定着を図ります。

○ ○ ○ ○ 指導課

【凡例】計画通り実施…〇　　実施内容変更…△　　中止（予定）…×　　計画を上回る進捗で実施…☆ 14



２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No.
実績・計画

事業名 事業内容及びスケジュール
説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 拡充 実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

○ 指導課5
外国語教育指導

員

○

外国人の外国語教育指導員を配置して、ネイティブ・

スピーカーの英語に触れることにより、小学校全児童

及び中学校全生徒を対象に、日常的な会話や簡単な情

報交換等ができるよう実践的コミュニケーション能力

を培います。 ○ ○ ○

指導課6
習熟度別少人数

指導

英語、算数、数学では、児童・生徒の習熟度に応じて

少人数学級を編成し指導を行い、児童・生徒一人ひと

りの基礎学力を確実に定着させます。

○ ○ ○ ○

4 英語教育

中学校第３学年生徒の実用英語技能検定３級の取得率

を向上させ、英語による読み書き、リスニング、会話

といった包括的なコミュニケーション能力の向上を図

ります。
○ ○ ○ 指導課

【凡例】計画通り実施…〇　　実施内容変更…△　　中止（予定）…×　　計画を上回る進捗で実施…☆ 15



２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No.
実績・計画

事業名 事業内容及びスケジュール
説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

準備 実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

文部科学省教育課程特例校としての「サイエンスコ

ミュニケーション科」、おおたサイエンススクール

（理科教育研究推進校）の成果を生かし、区内小学校

３校を理科教育推進拠点校として指定します。理科支

援員の活用など、取組の成果を全小学校と共有し教育

活動に生かすことで、理科好きな児童の育成を図りま

す。

○

8

9

○ ○ ○△

○ ○

教員の指導力向上を図るため、小学校では夏季休業中

において、外部講師による観察・実験授業の研修会を

実施します。中学校では、観察・実験の授業公開を通

して、中学校理科教育指導員から指導・助言を受ける

研修会を実施します。

○令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、１学期は中止しまし

た。２学期以降は感染症対策を行い、募集人数を半数にして実

施しましたが、当初予定していた内容は全て網羅できていま

す。

また、身の回りの自然現象に直接触れることを通し、自然に対

する興味・関心を高める授業を推進するため、小学校理科教育

指導員の巡回指導等で指導・助言を行っています。

指導課

指導課

○

7
理科教育推進拠

点校

子ども科学教室

児童・生徒の科学的思考力や科学に対する探究心を育

成するための事業として実施し、身の回りの自然現象

に直接触れることを通し、自然に対する興味・関心を

高めるなど科学教育の振興を図ります。

小中学校理科授

業力向上研修
指導課

○令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、１学期の中学校理科

授業力向上研修及び夏季休業中の小学校理科授業力向上研修は

中止しました。２学期以降の中学校理科授業力向上研修は計画

通り実施しました。

教員の指導力向上を図るため、小学校では小学校理科教育指導

員の巡回指導等で指導・助言を行っています。また、指導訪問

等において中学校理科教育指導員から指導・助言を受ける機会

を設けています。さらに、学校からの要請があった場合は、指

導主事や指導員を派遣し、指導力向上のための指導・助言を

行っています。

△

○

○ ○

【凡例】計画通り実施…〇　　実施内容変更…△　　中止（予定）…×　　計画を上回る進捗で実施…☆ 16



２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No.
実績・計画

事業名 事業内容及びスケジュール
説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

充実 継続

11

12

○ ○

☆

○令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により１学期は中止しまし

た。２学期以降は感染症対策を行い募集人数を半数にして実施

しましたが、当初予定していた内容は全て網羅できています。

希望者の多い回については、午前・午後の２回の開催とし、参

加者を増やせるように工夫して実施しました。

○令和３年度計画（実績）

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、第１回５月16

日（日）、第２回６月13日（日）は中止しました。

指導課10 ものづくり学習

「ものづくりのまち」の特色を生かし、町工場などに

従事する技術者・技能者の協力を得たものづくり学習

を行い、児童・生徒のものづくりへの関心を高め、作

ることの喜びや創造性に富み郷土を愛する心を培いま

す。
○ ○

ものづくり科学

スクール

大田区のものづくり教育推進の一環として、身近にあ

る最先端の科学技術に触れさせ、科学工作などを体験

させることにより、ものづくりや科学の楽しさを教え

ます。

電子黒板・タブ

レット・デジタ

ル教科書など

ICT機器の配備

ICT環境整備事業の成果を踏まえ、小中学校のICT環

境の一層の充実をめざします。

令和２年度から全面実施となる小学校の新学習指導要

領における「プログラミング教育」の本格導入などを

見据え、小中学校におけるタブレット端末の追加配備

や特別教室への大型提示装置など、小中学校のICT機

器のさらなる充実を進めます。

指導課△ △ ○ ○

学務課

指導課
☆ ○ ○

○令和２年度実績

文部科学省のGIGAスクール構想の方針が変更となり、令和２

年度補正予算により１人１台端末環境を前倒しで進めることと

なりました。

また、学びの保障を進めるため、令和２年10月に「大田区教育

ＩＣＴ化推進計画」を策定しました。

これらを踏まえ、令和３年２月に全小学校児童へ端末を貸与

し、各校において家庭学習での活用に向けた指導を行いまし

た。

○令和３年度計画（実績）

令和３年５月に全中学校生徒へ端末を貸与し、全小中学校での

１人１台タブレット端末環境の整備が完了しました。

【凡例】計画通り実施…〇　　実施内容変更…△　　中止（予定）…×　　計画を上回る進捗で実施…☆ 17



２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No.
実績・計画

事業名 事業内容及びスケジュール
説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

試行実施 実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

15

14

人権教育

○ 指導課
プログラミング

教育

物事をうまく解決する方法や手順を論理的に考えてい

く「プログラミング的思考」を身に付けるための教育

を教科横断的に進めます。

○ ○ 指導課

児童・生徒が、人権課題を学ぶことで、自らの権利と

義務、自由と責任についての認識を深め、他者の人権

を尊重することをはぐくみ、生活の中に生かしていく

ことができる人権教育を推進します。

○令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、人権教育研修会は第

１回から第３回までを集合研修からレポート提出へ変更しまし

たが、当初予定していた内容は全て網羅して実施しました。

さらに、今般の状況を鑑み、感染者や濃厚接触者、医療従事者

等に対する誹謗・中傷を行わないことについても人権教育とし

て取り扱いました。

13
教員のICT活用

研修

授業において積極的にICTを活用し、児童・生徒の学

力の定着と学ぶ意欲の向上をめざします。そのため

に、職層に応じた研修を実施し、ICT活用に対する教

員の意識を高め、より効果的な活用方法の定着へとつ

なげます。特に、児童・生徒用タブレット端末の活用

方法に関する内容をまとめ、利用率の向上を図るとと

もに、より効果的な活用につなげます。

また、外部機関との連携を図り、ICTに関する校内研

修の充実を図ることや、ICT活用推進リーダーに向け

た連絡協議会を実施することで、さらなるICT活用の

啓発に取り組みます。

○ ○ ○ ○
学務課

指導課

△ ○

○○ ○

【凡例】計画通り実施…〇　　実施内容変更…△　　中止（予定）…×　　計画を上回る進捗で実施…☆ 18



２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No.
実績・計画

事業名 事業内容及びスケジュール
説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

16

17
体験的な英語活

動
指導課○ ○ ○ ○

海外（アメリカ合衆国・セーラム市、ドイツ連邦共和

国・ブレーメン市）でのホームステイを通して、外国

の生活や文化の理解、並びに外国語（英語）の習熟な

どを図り、国際社会において信頼と尊敬を得られる人

間性豊かな生徒の育成をめざします。

○令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、生徒の海外派遣は中

止としましたが、国際感覚を育む機会を作るよう、ＩＣＴ機器

やデジタル教科書を活用しながら授業等を充実させました。

○令和３年度計画

新型コロナウイルス感染症の影響により、生徒の海外派遣は中

止としますが、国際感覚を育む機会を作るよう、ＩＣＴ機器や

デジタル教科書を活用しながら授業等を充実させ、学習成果を

動画等で記録し派遣地の関係者に見ていただくなどの交流活動

を検討します。

18 指導課△ △ ○ ○

外国語教育指導員と英語でのコミュニケーションを楽

しむ英語カフェなどを充実します。

体験的な英語活動を通じ、外国の方々と進んでコミュ

ニケーションを行う態度を育てるとともに、異文化に

対する理解の促進を図ります。

保護者や地域住民など誰もが参加できる公開講座を開

催します。学校・家庭・地域が道徳教育への共通理解

を深め、連携することで、子どもたちが他者を尊重し

生命を尊ぶ心を育てます。

○令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度に限り、

全学級公開という原則を外し、授業公開及び意見交換会以外の

形で地域、保護者に向けて学校の道徳教育に対する考え方を伝

えることも可能としました。具体的には、学年で一つの授業を

公開し、アンケートの実施や、あらかじめ撮影しておいた授業

動画を保護者に見ていただき、それに対する意見を募りまし

た。さらに、授業公開及び意見交換の場を設けずに、学校から

のお便りとして、道徳教育に関する考え方を保護者、地域に伝

え、意見をアンケートで回収するなど実施しました。

道徳授業地区公

開講座
△ ○ ○ ○

中学校生徒海外

派遣

指導課

【凡例】計画通り実施…〇　　実施内容変更…△　　中止（予定）…×　　計画を上回る進捗で実施…☆ 19



２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No.
実績・計画

事業名 事業内容及びスケジュール
説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

モデル

事業実施
段階実施 全校実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

推進 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

19

中学校特別支援

教室

（サポートルー

ム）設置

○ ○ ○ ○ 学務課

東京都発達障害教育推進計画に基づき、令和３年度ま

でに全区立中学校に特別支援教室（サポートルーム）

を設置します。

20
日本語特別指導

（初期指導）

日本語指導が必要な外国人児童・生徒や、海外から帰

国した児童・生徒を対象に個別や小集団による日本語

指導を行います。
○ ○ ○ ○ 指導課

○ ○ 学務課21
日本語学級（蒲

田小･中）

区立小中学校に就学している日本語特別指導（初期指

導）を終了した児童・生徒に対して、日本語による学

習適応力の更なる向上のため学習言語の習得を支援し

ます。 ○ ○

22
食育推進チーム

による指導

全校に食育推進チームを組織し、学校における食育推

進の中核となる食育リーダーを配置します。また、指

導の全体計画と各学年の年間指導計画を作成し、実践

します。 ○ ○ ○ ○ 指導課

【凡例】計画通り実施…〇　　実施内容変更…△　　中止（予定）…×　　計画を上回る進捗で実施…☆ 20



２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No.
実績・計画

事業名 事業内容及びスケジュール
説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

充実 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

24

体育･健康教育

授業地区公開講

座

小学校体育・健康教育の授業公開や体力調査結果の公

開を含めて講演会や懇談会を実施することで、子ども

の体力向上について考えるとともに、保護者や地域住

民への啓発を行います。 △ ○ ○ ○

○令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度に限り、

体育･健康教育授業地区公開講座の全校実施という原則を外し

ました。体育･健康教育授業地区公開講座を未実施の学校で

は、学校だよりや保護者会等で、自校の取組を紹介し、子ども

の体力向上について啓発することで、公開講座の目的を網羅し

ました。

指導課

23
がん教育（喫煙

防止など）

日本人の２人に１人が罹患すると言われているがんに

ついて、現状や発生原因、予防や早期発見の重要性な

ど、正しい知識を身に付けることを目的としたがん教

育を充実します。
学務課

指導課
○ ○ ○ ○

【凡例】計画通り実施…〇　　実施内容変更…△　　中止（予定）…×　　計画を上回る進捗で実施…☆ 21



２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 拡充 実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

指導課○ ○ ○ ○

学習指導講師などを配置し、放課後及び土曜日の補習

教室を通して、児童・生徒一人ひとりの基礎学力を確

実に定着させます。

26

学習カルテに基

づいた学習カウ

ンセリング

学習カルテを基に、児童・生徒と面談し、一人ひとり

の学習のつまずきや学習方法について指導し、基礎学

力の定着を図ります。

学習カルテを少人数指導のグループ編成や指導内容及

び方法の検討、補習教室の教材選定などに効果的に活

用し、学びの支援をさらに推進します。 ○ ○ ○

25
大田区学習効果

測定

各学校及び教員は、大田区学習効果測定の結果を詳細

に分析し、学校の課題及び児童・生徒一人ひとりの基

礎的・基本的な学習内容の定着状況を把握します。そ

の上で、授業改善推進プランに基づく指導を展開し、

学力向上を図ります。

教育委員会は、大田区学習効果測定の結果分析に基づ

き、大田区における教育課題とその解決策を報告書に

まとめ、教員の授業力向上のための研修会や学校支援

を行います。

○ ○ ○ ○ 指導課

○ 指導課

27 補習教室

プラン２　学力の向上　【知】

No. 事業名 事業内容及びスケジュール
実績・計画 説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

【凡例】計画通り実施…〇　　実施内容変更…△　　中止（予定）…×　　計画を上回る進捗で実施…☆ 22



２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No. 事業名 事業内容及びスケジュール
実績・計画 説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

31

小中学校連合行

事（小学校連合

音楽会、中学校

連合学芸会な

ど）

区立小中学校の各学校での取組の成果を発表する場を

活用し、児童・生徒及び教員が他校の取組から学ぶ機

会をもつことで切磋琢磨し、学習意欲や指導力の向上

を図ります。 × ○

30 職場体験

中学校第２学年生徒を対象に３日間以上の職場体験を

実施し、職業や進路の選択などに必要な勤労観や職業

観を身に付けさせます。
△ ○

○ ○

〇令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、おおたの教育研究発

表会は中止としましたが、大田区教育委員会教育研究推進校の

研究成果は、研究紀要の配布やオンライン発表等で区内の学校

に広く普及・啓発し、授業力の向上を図りました。

指導課

○ ○

○

〇令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、小中学校連合行事は

中止としました。

指導課

○

○令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、職場体験は中止とし

ましたが、職業や進路の選択等に必要な勤労観や職業観を身に

付けることができるよう、ＩＣＴ機器やデジタル教科書を活用

しながら授業等を充実しました。

指導課

29
教育研究推進校

での実践的研究

大田区教育委員会教育研究推進校の充実を図るととも

に、合同研究発表会（おおたの教育研究発表会）によ

り研究成果を区内に広く普及・啓発し、授業力の向上

を図ります。 △ ○

28

小中一貫の視点

に立った学習指

導

小学校から中学校への円滑な接続を行うため、義務教

育を９年間の枠で考え、小中一貫教育プログラムに基

づき、一貫した教育を行い、確かな学力の定着を推進

します。 ○ ○ ○ ○ 指導課

【凡例】計画通り実施…〇　　実施内容変更…△　　中止（予定）…×　　計画を上回る進捗で実施…☆ 23



２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施・

検討
実施 継続

○令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、移動教室を中止しま

した。

なお、中学校移動教室事業については、安定的かつ持続的な事

業実施が期待できる民間施設を活用した移動教室事業を再構築

しました。

学務課× ○ ○ ○

校外施設などを活用し宿泊を伴う自然体験活動を通じ

て、他者を思いやるなど、人間関係形成能力などを身

に付けます。また、自然を大切にする心や豊かな情操

と感性をはぐくみます。

なお、中学校は令和元年度に移動教室のあり方を検討

し、移動教室事業を再構築します。

33

小中一貫の視点

に立った道徳教

育

小学校から中学校への円滑な接続を行うため、義務教

育を９年間の枠で考え、小中一貫教育プログラムに基

づき、一貫した教育を行い、規範意識の向上をめざし

ます。 ○ ○ ○

32
道徳教育推進教

師連絡協議会

年間３回道徳教育推進教師連絡協議会を開き、道徳教

育、道徳の時間の効果的な指導方法について伝達、協

議を行います。うち１回は、学校の夏季休業中を中心

として校内伝達研修を行い、道徳教育を着実に推進し

ます。
○ ○ ○ ○ 指導課

○ 指導課

34
移動教室の実施

及び再構築

プラン３　豊かな心の育成　【徳】

No. 事業名 事業内容及びスケジュール
実績・計画 説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

【凡例】計画通り実施…〇　　実施内容変更…△　　中止（予定）…×　　計画を上回る進捗で実施…☆ 24



２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No. 事業名 事業内容及びスケジュール
実績・計画 説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

37

保幼小地域連携

協議会の開催と

保幼小連携合同

研修

就学前の子どもたちの豊かな体験が小学校において着

実な力に育つように、就学前機関と小学校が保育、教

育内容の相互理解を深め、機関同士の交流及び連携を

図ります。

また、幼稚園、保育園、小学校の合同研修を通じて、

各機関の相互理解を深め、交流・連携を促進すること

により、就学前教育と小学校教育との円滑な接続を図

ります。

△ ○

○ ○

○令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、幼稚園教諭・保育士

合同研修は5回中2回は中止し、３回実施しました。なお、中止

となった２回については、令和３年度に同じ講師をお呼びして

研修を実施します。また、公開保育及び協議会は中止しまし

た。

○令和３年度計画

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、公開保育及び

協議会は中止しますが、幼稚園教諭・保育士合同研修は計画ど

おり実施します。

幼児教

育セン

ター

○ ○

○令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、保幼小地域連携協議

会及び保幼小連携合同研修は中止しましたが、保幼小地域連絡

協議会で実施する予定だった就学予定児の情報交換について

は、各園と各学校の間で個別に実施しました。 幼児教

育セン

ター

36

幼稚園教諭･保

育士合同研修の

実施と園内研修

（公開保育及び

協議会）の拡充

支援

幼稚園、保育園、母子生活支援施設などの保育者の交

流を図りながら、資質向上のための研修を行います。

また、保育者の専門性向上をめざして、園の協力のも

と公開保育を行うとともに、外部講師のアドバイスを

導入した協議会を同時開催し、園内研修の拡充を図り

ます。
△ △

35

音楽鑑賞教室

(小学校)とオー

ケストラ鑑賞教

室(中学校)

管弦楽などの生演奏を鑑賞する機会を通じ、音楽の素

晴らしさ、楽しさ、美しさなど、音楽の生み出す感動

を体験することで、児童・生徒の豊かな感性をはぐく

みます。 × × ○ ○

〇令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、音楽鑑賞教室及び

オーケストラ鑑賞教室は中止しました。

〇令和３年度計画

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、音楽鑑賞教室

及びオーケストラ鑑賞教室は中止します。

指導課

【凡例】計画通り実施…〇　　実施内容変更…△　　中止（予定）…×　　計画を上回る進捗で実施…☆ 25



２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No. 事業名 事業内容及びスケジュール
実績・計画 説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

38
規範意識向上プ

ログラム

幼児教育、小中学校の発達の段階に応じた道徳教育を

実施することで、幼児教育期から学校教育期まで体系

的に規範意識の育成を図ります。
○ ○ ○ ○ 指導課

【凡例】計画通り実施…〇　　実施内容変更…△　　中止（予定）…×　　計画を上回る進捗で実施…☆ 26



２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

充実 実施 継続

指導課

42

幼児期運動指導

（運動遊び指

導）リーダー保

育者養成研修と

保幼小連携運動

遊び指導者研修

幼稚園、保育園の保育者に対して、幼児の発達に応じ

た効果的な運動遊びの理解を深める研修を実施し、効

果的な指導方法の普及と実践を進めます。

また、就学前から小学校まで一貫した運動遊び指導が

実践されるよう、幼稚園、保育園の保育者と小学校教

諭が運動遊びの理解を深めるための合同研修会を行い

ます。

× ○ ○ ○

○令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、幼児期運動指導リー

ダー保育者養成研修及び保幼小連携運動遊び指導者研修は中止

しました。
幼児教

育セン

ター

○ ○ ○ ○

小学校第１・２学年の体育指導の充実を図ります。ま

た、中休みの時間の延長など、外遊びの指導による体

力向上を図ります。

40
中学生「東京駅

伝」大会

区立中学校第２学年の代表生徒が、襷(たすき)をつな

いで走る駅伝大会を通して、生徒の運動に対する意欲

を高め、総合的な体力の向上を図ります。

× × ×

39
大田区小学生駅

伝大会

区立小学校全校の第５・６学年の代表児童たちによる

駅伝大会を通して、児童の運動に対する意欲を高め、

総合的な体力の向上を図ります。
× ○ ○ ○

〇令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、大田区小学生駅伝大

会は中止しました。
指導課

×

○令和２年度実績、令和３～５年度計画

平成21年度から実施してきた本大会において、中学生の体力向

上に向けた気運上昇の原動力となったり、全国体力・運動能

力、運動習慣等調査等における東京都の中学生の体力合計点平

均値が、平成21年度当時と比較して大きく向上するなどの成果

がありました。東京都はこれらの成果をレガシーとして引き継

ぎ、本事業を終了しました。

指導課

41
体育指導と外遊

び

プラン４　体力の向上と健康の増進　【体】

No. 事業名 事業内容及びスケジュール
実績・計画 説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課
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２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No. 事業名 事業内容及びスケジュール
実績・計画 説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

見直し 実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

45
子どもの健康づ

くり教室

児童と保護者を対象に、調理実習や講義を通じて正し

い生活習慣を身に付け、生活習慣病を予防するための

基礎的な知識の普及を図ります。
○ ○

44
早寝、早起き、

朝ごはん月間

５月と10月を「早寝・早起き・朝ごはん月間」と位

置付け、家庭における基本的生活習慣の啓発を行い、

より良い生活習慣を定着させます。
○ ○

○ ○

○令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、親子運動遊び講座は

中止しました。

○令和３年度計画

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、親子運動遊び

講座を中止します。

幼児教

育セン

ター

○ ○

○

学務課

○ 指導課

43

親子運動遊び講

座（家庭教育支

援講座）

親子で楽しく実践できる運動遊びの講座を行い、体を

動かす楽しさと適切な生活習慣、運動習慣の重要性に

ついて啓発を進めます。
× ×

【凡例】計画通り実施…〇　　実施内容変更…△　　中止（予定）…×　　計画を上回る進捗で実施…☆ 28



２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

○ ○ ○

プラン５　魅力ある教育環境づくり　【学校・教職員】

No. 事業名 事業内容及びスケジュール
実績・計画 説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

指導課

46

夏季休業中の専

門性向上ウィー

ク

授業改善セミナーを中心に教科などの専門性を高める

ための研修を、夏季休業中に集中的に実施し、教員の

指導力の向上を図ります。
× ○ ○ ○

〇令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、授業改善セミナーは

中止しました。
指導課

○ 指導課

48
夏休等取得推進

日

教職員自身が健康で、心にゆとりをもって児童・生徒

と向き合うことができる環境をつくるため、夏季など

に１週間程度の「夏休等取得推進日」を設定し、通常

の土・日曜日と同じ扱いとすることで、積極的な休暇

の取得をめざします。
○

47

問題行動対応サ

ポートチームと

生活指導支援員

各地区の拠点校に問題行動対応サポートチームを配置

し、児童・生徒の問題行動に対して、経験豊かな人材

が巡回し、各学校を支援します。

また、生活指導上の課題を解決し、正常な学校運営を

確保するために、生活指導支援員を配置します。学校

及び教員を支援し、児童・生徒一人ひとりが安心して

学校生活を送ることができるよう、校内体制の確立を

サポートします。

○ ○ ○
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２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No. 事業名 事業内容及びスケジュール
実績・計画 説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

拡充 実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

○ 指導課

52 読書学習司書

読書活動の支援や図書資料などを活用した授業の企

画、実施支援などを行う読書学習司書を配置し、児

童・生徒の読書活動を推進することで、本に親しむ

きっかけを作り、読書習慣の定着を促します。 ○ ○ ○ ○

51 養護教諭補助

養護教諭補助を配置し事務を補助することで、養護教

諭が落ち着いて児童・生徒に向き合える時間を作りま

す。
○ ○ ○

指導課

50

部活動指導員と

部活動校外指導

員

部活動の技術指導や大会への引率を職務とする部活動

指導員の配置を推進します。このほか地域の人材など

を部活動校外指導員として活用し、各中学校の部活動

を支援することで、教員の部活動指導の負担軽減を図

ります。
○ ○ ○ ○ 指導課

副校長アシスタ

ント

負担の大きい副校長の業務軽減を図るため、副校長を

補佐する副校長アシスタントを全校に配置します。副

校長の事務補助を行うほか、教員の事務の一部を行う

ことで教員全体の負担軽減を図ります。 ○ ○ ○ ○ 指導課49
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２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No. 事業名 事業内容及びスケジュール
実績・計画 説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

検討 実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

改築工事 竣工

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施設計 改築工事

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

改築工事 竣工

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施設計 改築工事

54

④

学校施設の改築

（東調布第三小

学校）

今後、大量に見込まれる学校施設等の改築需要に対応

するため、計画的な改築を進めます。

△ ○ ○ ○

○令和２年度実績

基本設計の見直しは、令和２年度に完了しました。

○令和３～５年度計画

令和３年度は実施設計を実施し、令和４年度から改築工事に着

手する予定です。

教育総

務課

54

②

学校施設の改築

（入新井第一小

学校）

今後、大量に見込まれる学校施設等の改築需要に対応

するため、計画的な改築を進めます。

○ ○ ○ ○
教育総

務課

54

①

学校施設の改築

（大森第四小学

校）

今後、大量に見込まれる学校施設等の改築需要に対応

するため、計画的な改築を進めます。

○ ○
教育総

務課

54

③

学校施設の改築

（大森第七中学

校）

今後、大量に見込まれる学校施設等の改築需要に対応

するため、計画的な改築を進めます。

○ ○ ☆

○令和２年度実績

校舎改築工事（Ⅰ期）は、令和２年度に完了しました。

○令和３～４年度計画

令和３年度から、校舎改築工事（Ⅱ期）に着手します。工事行

程を見直した結果、令和４年度に竣工する予定です。

教育総

務課

53
学校図書館の支

援

学校支援地域本部や地域ボランティアが行う学校図書

館支援に対し、区立図書館が図書館整備の方法や読み

聞かせの手法など専門的な立場から助言を行うなど、

区立小中学校の図書館整備・運営を支援します。
△ ○ ○ ○

○令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、授業支援等の大人数

を対象とする支援は、学校により中止または計画していた時期

を変更して実施しました。また、よりよい蔵書構成にするため

の選書・除籍や、児童・生徒が本を探しやすい図書館整備、読

書への興味を喚起する展示等の手法に関しての専門的な立場か

ら助言を行いました。

大田図

書館
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２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No. 事業名 事業内容及びスケジュール
実績・計画 説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施設計 改築工事

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

基本設計 実施設計 改築工事

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

基本設計 実施設計 改築工事

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

基本計画 基本設計 実施設計 改築工事

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

基本計画 基本設計 実施設計 改築工事

教育総

務課

54

⑧

学校施設の改築

（矢口西小学

校）

今後、大量に見込まれる学校施設等の改築需要に対応

するため、計画的な改築を進めます。

○ △ △ ○

○令和２年度実績、令和３～５年度計画

令和２年度から令和４年度にかけて、基本設計及び実施設計を

実施し、令和５年度から改築工事に着手する予定です。

54

⑦

学校施設の改築

（東調布中学

校）

今後、大量に見込まれる学校施設等の改築需要に対応

するため、計画的な改築を進めます。

△ △ △ △

○令和２年度実績

基本計画の内容を補完するために基礎調査を実施しました。

○令和３～５年度計画

令和３年度から令和５年度にかけて、基本設計及び実施設計を

実施し、令和６年度から改築工事に着手する予定です。

教育総

務課

54

⑥

学校施設の改築

（田園調布小学

校）

今後、大量に見込まれる学校施設等の改築需要に対応

するため、計画的な改築を進めます。

△ △ △ △

○令和２年度実績

基本計画の内容を補完するために基礎調査を実施しました。

○令和３～５年度計画

令和３年度から令和５年度にかけて、基本設計及び実施設計を

実施し、令和６年度から改築工事に着手する予定です。

教育総

務課

54

⑤

学校施設の改築

（赤松小学校）

今後、大量に見込まれる学校施設等の改築需要に対応

するため、計画的な改築を進めます。

○ ○ ○ ○
教育総

務課

54

⑨

学校施設の改築

（安方中学校）

今後、大量に見込まれる学校施設等の改築需要に対応

するため、計画的な改築を進めます。

○ △ △ ○

○令和２年度実績、令和３～５年度計画

令和２年度から令和４年度にかけて、基本設計及び実施設計を

実施し、令和５年度から改築工事に着手する予定です。 教育総

務課
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２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No. 事業名 事業内容及びスケジュール
実績・計画 説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

基本計画
基本計画

基本設計

基本設計

実施設計

実施設計

改築工事
改築工事

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

基本計画
基本計画

基本設計

基本設計

実施設計

実施設計

改築工事
改築工事

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

基本計画
基本計画

基本設計

基本設計

実施設計

実施設計

改築工事
改築工事

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

基本計画
基本計画

基本設計

基本設計

実施設計

実施設計

改築工事
改築工事

教育総

務課

教育総

務課

教育総

務課

教育総

務課

△ △

○令和２年度実績

基本計画策定に向けて、学校改築手法の検討として事前調査を

実施しました。

○令和３～５年度計画

令和３年度は、事前調査結果を踏まえ引き続き改築手法の検討

を行います。令和４年度以降は、基本計画の策定に向けて取り

組んでいきます。

54

⑬

学校施設の改築

（馬込東中学

校）

今後、大量に見込まれる学校施設等の改築需要に対応

するため、計画的な改築を進めます。

△ △ △ △

○令和２年度実績

学校改築手法を検討するための基礎調査を実施しました。

○令和３～５年度計画

令和３年度は、基礎調査を踏まえて学校改築手法の事前調査を

実施します。令和４年度以降は、事前調査結果を踏まえて引き

続き改築手法の検討に取り組んでいきます。

54

⑩

学校施設の改築

（馬込第三小学

校）

今後、大量に見込まれる学校施設等の改築需要に対応

するため、計画的な改築を進めます。

△ △ △ ○

○令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、基本設計の着手に遅

れが生じました。

○令和３～４年度計画

令和３年度から基本設計に着手し、令和４年度は、実施設計に

着手する予定です。

54

⑪

学校施設の改築

（入新井第二小

学校）

今後、大量に見込まれる学校施設等の改築需要に対応

するため、計画的な改築を進めます。

△ △ △ ○

○令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、基本設計の着手に遅

れが生じました。

○令和３～４年度計画

令和３年度から基本設計に着手し、令和４年度は、実施設計に

着手する予定です。

54

⑫

学校施設の改築

（北糀谷小学

校）

今後、大量に見込まれる学校施設等の改築需要に対応

するため、計画的な改築を進めます。

△ △
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２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No. 事業名 事業内容及びスケジュール
実績・計画 説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

基本計画
基本計画

基本設計

基本設計

実施設計

実施設計

改築工事

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

基本計画
基本計画

基本設計

基本設計

実施設計

実施設計

改築工事

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

推進 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

推進 継続

教育総

務課

教育総

務課

54

⑭

学校施設の改築

（萩中小学校）

今後、大量に見込まれる学校施設等の改築需要に対応

するため、計画的な改築を進めます。

△ △ △

○令和３～５年度計画

令和３年度以降、基本計画の策定に向けて学校改築手法の事前

調査に取り組んでいきます。 教育総

務課

54

⑮

学校施設の改築

（中萩中小学

校）

今後、大量に見込まれる学校施設等の改築需要に対応

するため、計画的な改築を進めます。

△ △ △

○令和３～５年度計画

令和３年度以降、基本計画の策定に向けて学校改築手法の事前

調査に取り組んでいきます。

○
教育総

務課
56 トイレの洋式化

快適な衛生環境整備のため、小中学校のトイレの洋便

器化を計画的に進めます。

○ ○ ○

55

学校の体育館へ

の空調設備の整

備

児童・生徒の健康と安全な教育環境を守るため、体育

館の空調設備の整備を推進します。また、防災拠点と

しての環境整備を進めます。
○ ○ ○ ○

【凡例】計画通り実施…〇　　実施内容変更…△　　中止（予定）…×　　計画を上回る進捗で実施…☆ 34



２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No. 事業名 事業内容及びスケジュール
実績・計画 説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

充実 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

連携推進 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

小中学校

各１校新設

(固定学級)

検討・

推進
継続

○
学務課

指導課
60

特別支援学級の

設置

特別支援学級では、知的障がいなど、児童・生徒のそ

れぞれの特性に応じたきめ細かな指導を行います。今

後も児童・生徒数の推移に注視し、適正な規模の特別

支援学級の設置に取り組みます。 ○ ○ ○

59

医療的ケアの必

要な児童・生徒

への支援

就学相談や就学時健康診断などの機会をとらえて、医

療的ケアが必要な児童・生徒の把握を行い、適切な支

援が行えるよう、学校や関係部局との連携を進めま

す。 ○ ○ ○ ○
学務課

指導課

58
特別支援教育関

連研修

全ての教員が特別支援教育についての理解を深め、ユ

ニバーサルデザインの視点を取り入れた教育活動を推

進することや、特別支援教育コーディネーターの推進

力を高め、各校の校内支援体制や副籍交流などの充実

を図るための研修を実施します。
○ ○ ○ ○

学務課

指導課

57 学校特別支援員

学校及び教育委員会が、校内外の人的資源を活用する

ことにより、困難さへの対応が可能と思われる児童・

生徒について、その指導にあたる教員を支援するた

め、学校特別支援員を配置します。 ○ ○ ○ ○
学務課

指導課
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２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No. 事業名 事業内容及びスケジュール
実績・計画 説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

充実 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施(小)

モデル事業

実施（中）

全面実施

(中）

継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

63

子どもの心サ

ポート月間と学

校生活調査

６月と11月を「子どもの心サポート月間」に位置付

け、区立小学校第４学年の児童から区立中学校第３学

年の生徒を対象に学校生活調査を実施し、その結果か

ら必要に応じて児童・生徒に個別面談などを行い、適

切かつ組織的な対応を行います。
○ ○ ○ ○ 指導課

62

特別支援教室

（サポートルー

ム）の指導

発達障がいのある児童・生徒に対する指導事例集やタ

ブレット端末にインストールされているデジタル

MIMなどのアプリケーションの活用、発達障がい支

援アドバイザーによる指導・助言、巡回指導教員連絡

協議会や拠点校内のOJTなどを通して、指導内容の充

実を図ります。
○ ○ ○ ○

学務課

指導課

61
通級指導学級の

指導

特別支援教育研修会などにおける実践報告、授業公開

及び研究授業や、都立特別支援学校のセンター的機能

を活用した巡回相談や継続的な支援を通して、指導内

容を充実します。 ○ ○ ○ ○
学務課

指導課
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２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No. 事業名 事業内容及びスケジュール
実績・計画 説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

○ 指導課

65 いじめ防止対策

各学校は、いじめ防止のための組織を設置するととも

に、基本方針を策定します。また、家庭や地域との連

携により、未然防止、早期発見、早期対応、重大事態

への対処の４つの視点でいじめ防止対策に取り組みま

す。

教育委員会は、「大田区いじめ防止基本方針」を遵守

し、学校におけるいじめ防止などに必要な指導・支援

を行います。また、重大事態などが発生した場合に

は、教育委員会に調査委員会を設置するなど、迅速か

つ的確に対処します。
☆ ☆ ○ ○

64 学級集団調査

子どもたちの学校生活が楽しいものとなるように、学

級集団調査を活用し、教員が学級の実態を把握しま

す。これまでの指導に調査結果を加味することで、問

題解決に向けた学級づくりや授業の工夫につなげま

す。
○ ○ ○

○令和２年度実績、令和３年度計画

いじめ防止対策推進法の趣旨を踏まえ、いじめの防止等のため

の対策を総合的かつ効果的に推進するため、令和３年３月に大

田区いじめ防止対策推進条例を制定、同年4月1日から施行しま

した。条例に基づき、令和３年には大田区いじめ問題対策委員

会を常設で設置します。

また、条例の施行に基づき、大田区いじめ防止基本方針を改正

しました。主な改正は次のとおりです。

・学校における取組として、学校いじめ対策組織やその活動を

児童・生徒及び保護者に周知すること

・大田区におけるいじめ問題対策の取組として、大田区いじめ

問題対策連絡協議会を設置すること

・教育委員会の付属機関として、大田区いじめ問題対策委員会

を設置すること

・区長が学校で発生した重大事態の調査報告を受け、再調査が

必要であると判断した場合、区長の付属機関として大田区いじ

め問題再調査委員会を設置し、調査を行うことができること

指導課
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２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No. 事業名 事業内容及びスケジュール
実績・計画 説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

充実 実施 検証 実施 見直し

学務課

○
教育セ

ンター

69

学校給食におけ

る食物アレル

ギーへの対応

食物アレルギー対応が必要となる児童・生徒への学校

給食の提供にあたり、大田区食物アレルギー対応基本

方針に基づいた危機管理体制を構築するとともに保護

者との情報共有・連携を強化し、食物アレルギー事故

防止の徹底を図ります。
○ ○ ○ ○

68
適応指導教室で

の学習指導

不登校状態の児童・生徒に対する学習指導を充実させ

るため、適応指導教室「つばさ」に学習指導講師を派

遣し、早期に在籍校に復帰できるよう学習支援を行い

ます。 ○

○ ○ ○ ○
教育セ

ンター

66 登校支援員

登校をためらうなど、不登校の予兆を見せる児童・生

徒に対して、顔見知りの支援員が家まで迎えに行った

り、別室対応を行うなど、登校支援員の配置を充実し

ます。 ○ ○ ○ ○

○ ○

指導課

67

教育相談員の学

校訪問･ケース

支援

教育相談員が定期的に学校を訪問し、学校不適応の児

童・生徒の状況を把握するとともに、学校に対する助

言など、早期支援を行います。また、不登校状態の児

童・生徒に対するケース支援を充実します。
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２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

充実 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

調査検討 準備 試行実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

志茂田小

開設
充実

大森四小

開設
充実 継続

○ ○ ○

プラン６　学校・家庭・地域が一体となってともに進める教育　【学校・家庭・地域】

No. 事業名 事業内容及びスケジュール
実績・計画 説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

教育総

務課

70

学校支援コー

ディネーターの

研修等と学校支

援地域本部間の

連携・情報の共

有化

学校支援地域本部の事業が円滑に運営されるよう、学

校支援コーディネーターに対する研修や交流会を実施

し、コーディネーターのスキルアップを図ります。ま

た、研修などを行う中で、コーディネーター同士の交

流を深め、学校支援地域本部間の連携と情報の共有を

図ります。

その他、新たな取組への参考となるよう、各学校の取

組を紹介する情報紙を発行します。

△ ○ ○ ○

〇令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、新任研修会、コー

ディネーター交流会及び事務説明会を中止としましたが、代替

措置として、チラシや動画配信を活用して情報交換の機会を作

りました。

秋のコーディネーター研修会は規模を縮小して実施しました。
教育総

務課

△

〇令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年３月１日～

９月18日まで学校施設開放事業を中止しました。再開にあたっ

ては、新たに感染防止対策チェックリストの提出や使用後の消

毒を徹底するなど、感染防止対策を講じた上で事業を実施しま

した。

〇令和３～５年度計画

コロナ禍における学校施設の貸出方法及び学校負担の軽減につ

いて再度見直し、今後の方向性について調査・検討します。

教育総

務課

72

放課後の児童の

居場所づくり

（放課後ひろ

ば）

小学校を活用した放課後の児童の安全・安心な居場所

づくりとして、学童保育と放課後子ども教室を一体的

に行う「放課後ひろば」を実施します。学校支援地域

本部をはじめとする地域の協力を得て、各学校の充実

を図ります。
○

71
学校施設開放事

業

身近な学習、文化、スポーツの場として地域団体に利

用されている学校施設の一層の開放を図る方策や、貸

出における学校負担を軽減することができる貸出方法

の見直しを検討し、開放事業の充実をめざします。

△ △ △
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２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No. 事業名 事業内容及びスケジュール
実績・計画 説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

充実 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

充実 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

調査検討 試行実施 実施 継続

○

〇令和２年度実績

小学校入学を控えた児童の保護者を対象とした家庭教育学習会

では、実施会場校のPTA会員が、先輩保護者としての経験談を

話す機会を設けました。新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、規模を縮小して実施しましたが、保護者同士や地域、学校

との関係づくりの事例紹介により、個々の家庭教育の支援を進

めました。

教育総

務課
75

PTA活動と連携

した家庭教育支

援

小中学生の保護者が参加し、家庭・学校・地域社会を

つなぐ役割を担うPTAと連携した家庭教育の支援を検

討します。PTAの実情に応じて、保護者同士が互いに

家庭教育の悩みや課題について話し合う場を設けるな

ど、保護者を孤立させず、相談し合える関係づくりな

どを行うことによって、個々の家庭の支援を推進しま

す。

△ ○ ○

74 家庭教育学習会

小学生や中学生の保護者を対象とし、テーマごとの学

習会や講演会などを実施し、家庭教育についての学習

機会を広げます。

また、次年度小学校入学児童の保護者を対象に、子ど

もの小学校生活がより充実したものになるための家庭

や親の役割についての学習会を実施します。

△ ○ ○ ○

〇令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、家庭教育講演会（１

講座）、家庭教育学習会（２講座）を中止しました。

次年度小学校入学児童の保護者を対象にした学習会（学校デ

ビュー応援プログラム）と入学後の低学年の保護者を対象にし

た学習会については、実施回数や参加者定員など、規模を縮小

して実施しました。

教育総

務課

家庭・地域教育

力向上支援事業

PTAや地域の子どもに関する活動を行う団体に委託

し、家庭や地域における子どもの教育に関わる講演会

や学習会を実施します。テーマは子どもに関する課題

を団体が選び、参加しやすい身近な場所で講演会など

を開催することを支援します。
△ ○ ○ ○

〇令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、学習活動を自粛する

団体が多く、申請数は令和元年度の19団体から大幅に減少し、

２団体となりました。感染拡大状況を考慮し、感染症対策を講

じた学習方法や運営方法などの相談に応じながら講座を実施し

ました。

教育総

務課
73
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２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No. 事業名 事業内容及びスケジュール
実績・計画 説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

78
教育相談体制の

強化

学校不適応など教育相談の件数増や中学校の特別支援

教室（サポートルーム）の実施などに伴う心理検査の

需要の増加に対応できるよう、心理職の教育相談員に

よる相談体制を強化します。相談で得られた知見を蓄

積し、円滑で安定した心理検査の実施や教育相談の充

実を図ります。

○ ○ ○ ○
教育セ

ンター

77

スクールカウン

セラー・スクー

ルソーシャル

ワーカーの体制

充実

スクールカウンセラーを区立小中学校・館山さざなみ

学校に配置し、児童・生徒・保護者・教職員などから

の相談に対応します。児童・生徒の学校不適応の早期

発見・早期解決や児童・生徒の心の安定のため、学校

内の教育相談体制を強化します。また経済的困窮や養

育上の困難など、学校だけでは解決が困難な課題があ

る児童・生徒とその家庭をスクールソーシャルワー

カーが支援します。

○ ○ ○ ○
教育セ

ンター

76
ペアレントト

レーニング

発達障がい（ADHD、LD、自閉的傾向など）のある

小学校の子どもの保護者を対象として、グループ討議

を通して学ぶ学習会を開催します。保護者が子どもを

正しく理解し、子どもとの好ましいかかわり方を身に

付け、子どもが家庭生活はもとより学校生活において

も、より適切な行動ができるよう支援します。
× ○ ○ ○

○令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、すべての回を中止し

ました。第１期はすでに受講者を決定していたため、希望者は

令和３年度に受講できるよう配慮しました。

教育セ

ンター
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２年度

実績

３年度

計画

４年度

計画

５年度

計画

No. 事業名 事業内容及びスケジュール
実績・計画 説明（変更・中止の理由、変更内容・代替措置等）

※すべて○の場合は記載なし
担当課

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

準備 設置 実施 継続

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度～

実施設計
改築工事

移転開設
運営 継続

81
池上図書館の移

転

池上駅直上駅ビル内に図書館を整備し、駅ビルという

立地を生かした機能性に優れた新しい図書館を構築し

ます。
○ ○ ○ ○

大田図

書館

80 図書館のICT化

インターネット時代の多様な利用形態に対応するた

め、利便性の向上と業務の効率化を目的としたICタ

グの導入などを実施します。
○ ○ ○ ○

大田図

書館

79

保護者（家庭）

からの相談（電

話･来室相談）

と就学前機関か

らの相談

幼児の保護者（家庭）からの相談に電話や来室（面

談）により対応します。また、就学前機関の要請に基

づき、当該園を訪問して、学級運営上の相談に対応し

ます。 △ ○ ○ ○

○令和２年度実績

新型コロナウイルス感染症の影響により、来室相談及び訪問相

談を４月から５月まで中止し、６月から再開しました。

新型コロナウイルス感染症の影響による相談件数や相談内容の

影響は明確には表れませんでしたが、外出自粛等が長期化する

中で、影響等を注視しながら相談に対応しました。

幼児教

育セン

ター

【凡例】計画通り実施…〇　　実施内容変更…△　　中止（予定）…×　　計画を上回る進捗で実施…☆ 42



個別事業に対する意見

事業名

意見

事業名

意見

Ⅱ　教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価に係る有識者意見

プラン１　未来社会を創造的に生きる子どもの育成【未来】について

【当該プランに対する評価】　本プラン１は、大田区の教育の基礎基本です。24の事業すべてが５年度
までの計画で着実に推進される必要があります。これら個々の具現化はまさに＜未来社会を創造
的に生きる子どもの育成＞そのものです。義務教育の保障であり、その証左でもあります。今日
のコロナ禍により若干の変更等があるものの（子ども科学教室など）、およそ目標達成の状況にあ
ると思われます。また、喫緊の課題対応が求められるＩＣＴ活用に関する事業に積極的に取り組ん
でいることうれしく思います。子ども個々の学力保障の上からもその実施状況を分析し、エビデン
スのある方向性と課題克服に期待したいところです。

12　電子黒板・タブレット・デジタル教科書などICT機器の配備

今日のコロナ禍により、文科省のGIGAスクール構想が前倒しになったことで、その対応
が急務であったと思われます。言うまでもないことですが、この事業はタブレット端末の配
置が目的ではありません。それを子どもたちが積極的に活用すること、そのツール活用
によるより充実した学習活動の展開およびその成果が求められなければなりません。13
や14の事業の充実とも連動させた実効的な推進が不可欠です。目的は＜子ども個々の
学び＞と＜次代を生きる能力形成＞にほかなりません。

※13（教員のICT活用研修）、14（プログラミング教育）

16　道徳授業地区公開講座

道徳教育は、子どもの自己成長に資することはもとより、他者と協働して未来社会を生き
る精神的支柱になるものです。今次の学習指導要領改訂により、「道徳の教科化」がなさ
れています。本事業のさらなる充実を図り、週１回の道徳授業が実質的なレベルアップに
資することを期待します。単に、教科化されたから授業を行う、との発想に陥ることは避
けたいところです。令和２年度はコロナの影響で本事業の内容等の変更を余儀なくされ
たと思います。本公開講座の実施に教師個々が実践的に学び、道徳の価値をすべての
大田の子が修得することを願っています。

東京聖栄大学教授　有村久春

【プロフィール】

・公立小学校教員、東京都教育委員会指導主事、昭和女子大学教授、岐阜大

学教授、帝京科学大学教授等を経る

・学校カウンセラー、ガイダンス・カウンセラー

・新おおた教育振興プラン策定懇談会委員
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個別事業に対する意見

事業名

意見

事業名

意見

本事業の推進及びその成果は、大田区の教育課題の分析等に大きく寄与しているもの
と思います。子ども個々の学びの意欲や教員の授業力向上、各学校の研修活動の活性
化など多様な効果を読み取ることができます。今後のさらなる＜実施・拡充・継続＞に期
待をするところです。この測定結果の分析と活用に当たって、16・27・28・29の事業との関
係性に着目してほしいと思います。単に25の事業分析だけでは、大田区の子供たちの確
かな学力（真の学び）の把握には至らない面があるように思われます。また、プラン1の各
事業との関連も重要であると考えます。

※16（道徳授業地区公開講座）、27（補習教室）、
　 28（小中一貫の視点に立った学習指導）、29（教育研究推進校での実践的研究）

28　小中一貫の視点に立った学習指導

「大田の教育概要」P20に示されるように、本事業は義務教育の質的保障（確かな学力と
人間力）の上では至極当然のことです。これに関する研究校の成果が区全小中学校にど
のようなカタチで実績化・定着化しているのか、その検証が求められるところです。６歳か
ら15歳の子どもたちの心身発達や学習課題等の関連から精緻な分析と考察を令和３年
度以降の事業推進に活かすことが重要だと考えます。単に＜一貫＞に意味があるとの
発想から、子どもの成長発達に適しているか、小中の指導実態や教師の教育観の差異
などの視点からの分析成果を期待するところです。

プラン２　学力の向上【知】について

【当該プランに対する評価】　プラン２は、プラン１の具現化の中核です。いわゆる「学力」の数値的判断
（測定学力）は、子ども個々の学びの形成（形成学力）を濁らせてしまいます。実績によると（大田
区学習効果測定）、令和２年度は前年度比1.9ポイント減とのこと、コロナ禍で学びの場が減少した
ことが要因でしょう。しかし、そこにある圧迫感・無力感が子どもの学びを失わせているでしょう。子
どもの学力形成に生活環境のあり様が少なからず関与することを物語る事態です。この状況を私
たち（先生・保護者・行政関係者）が謙虚にみつめ、この不測の事態とその不条理に向き合い、子
どもの学びの維持を保障する方策を考えたいところです。

25　大田区学習効果測定
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個別事業に対する意見

事業名

意見

事業名

意見

プラン３　豊かな心の育成【徳】について

【当該プランに対する評価】　いわゆる「徳育」をみる指標として、自己肯定感の調査結果が参考になり
ます。数値的には低下がみられますが（81.7％⇒75.0％）、34や35などの各事業での体験的な学
びが＜子どもの豊かな心＞を育成するものと考えます。自己肯定感のあり様は子ども個々の内面
的な豊かさをみる意味で有益です。これと同時に、体験的な学びの実際は他とのかかわりや社会
性を育むうえで＜徳育醸成＞の要です。この両方を集約化するところに＜豊かな心＞の本質があ
ります。ただ今のコロナ禍は、34～37の各事業の実際を困難にしているでしょう。この中での＜心
の育成＞をいかに問うかが課題です。

※34（移動教室の実施及び再構築）、
　 35（音楽鑑賞教室（小学校）とオーケストラ鑑賞教室（中学校）、
　 36（幼稚園教諭・保育士合同研修の実施と園内研修（公開保育及び協議会）の拡充支援）、
　 37（保幼小地域連携協議会の開催と保幼小連携合同研修）

34　移動教室の実施及び再構築
35　音楽鑑賞教室（小学校）とオーケストラ鑑賞教室（中学校）

とりわけこの２つの事業がコロナ禍により、中止や事業変更に至ったこと、子どもたちの
失意のこころが痛く伝わるところです。そして、その体験からの子どもの学びの喪失も各
先生方や教委の方々にとって大なるものがあると考えます。この状況を具体的に質問紙
や聞き取りなどから調査し、次年度以降の事業の推進に活かしてほしいと願っています。
次代にある科学の営みにこそ、Art（芸術・教養）が不可欠です。

32　道徳教育推進教師連絡協議会

本事業の推進が、プラン１の「ともに生きる力」の実績に関連していることうれしく思いま
す。大田区の全部の先生方の＜道徳観＞が確かでかつ質的に豊かなものでなければ、
子供の＜心の醸成＞に資することは考えられないものです。年３回の内容を各学校の研
修や日々の道徳教育（とくに道徳の授業）において具現化しているのか、その実態と実効
性を明らかにしていくことを期待するところです。子供の心の豊かさと先生の心と学びの
確かさは、比例するものです。
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個別事業に対する意見

事業名

意見

事業名

意見

本事業でとくに小学校１・２年の体育指導を重視していること、大いに評価したいところで
す。この実績が生涯スポーツの基盤になります。そして子どもたちが学校教育に興味・関
心と意欲を抱くことにも連関するものです。「体育指導の上手な先生は子どものやる気を
引き出す」との教育論の一つを可能にしていると考えます。また、外遊びは子ども時代の
巧みな体の動きをつくります。42・43の事業とも関連させ、今後のより一層の充実を期待
します。

プラン４　体力の向上と健康の増進【体】について

【当該プランに対する評価】　本プラン４は、プラン１・２・３のベースになるものです。たくましい体力あっ
ての＜おおたの未来を創る力＞の存在です。数値的にも男女とも体力が向上していること、事業
実績として素晴らしいことです。各事業の推進がスポーツの楽しさを知り、⽣涯にわたってスポー
ツを楽しもうとするエネルギーになっています。これらの事業推進にあってもコロナ禍が大きな影
響になっていること残念です（とくに39・42・43の事業）。また、44・45の事業による日常的な習慣形
成や健康づくりへの努力が、いまのコロナ対応上も極めて重要であると考えます。ポストコロナ時
代でも、継続したい事業です。

※39（大田区小学生駅伝大会）、
　 42（幼児期運動指導（運動遊び指導）リーダー保育者養成研修と保幼小連携運動遊び指導者
　 研修）、 43（親子運動遊び講座（家庭教育支援講座）、44（早寝、早起き、朝ごはん月間）、
　 45（子どもの健康づくり教室）

41　体育指導と外遊び

45　子どもの健康づくり教室

この事業は、プラン４（またはビジョン全体）の根幹になるものでしょう。44の事業の実践と
取り合わせ、子どもたちの発達段階に合わせた健康教室を展開することが重要です。こ
の中心は言うまでもなく、「食育」です。学校での給食指導を軸に、体育や学級活動など
の指導とも連動させた事業推進を期待するところです。また、各家庭での食の充実や団
らんの在り方などにも言及した本事業の実践を推進することが大切です。

46



個別事業に対する意見

事業名

意見

事業名

意見

【当該プランに対する評価】　プラン５は、子ども個々の豊かな未来を創る基本インフラです。内容の一
つ一つが、子ども自身の確かな学びとなる精神（人としての魂）を形成します。とくに、教職員の指
導力向上と学校組織の活性化そして安全・安心の充実は、教育で最も重要な子どもの＜個性と可
能性＞を引き出す中核になります。このことの確実な保障が子どもの意欲あふれる学びの場をつ
くり、自らの力量の発揮をより一層促進します。そこには、大田区の各地域や各家庭をはじめとし
た社会・区民全体の理解と協力そして強力な支援が求められます。（施設関連の事業はコロナ禍
で致し方ない面があります）

47～53にみられる人的環境整備の事業

※47（問題行動対応サポートチームと生活指導支援員）、48（夏休等取得推進日）、
 　49（副校長アシスタント）、50（部活動指導員と部活動校外指導員）、
 　51（養護教諭補助）、52（読書学習司書）、53（学校図書館の支援）

これら人的資源の充実が、「分かりやすい授業」の実績（61.29％⇒63.78％）に表れてい
ると考えられます。＜教育は人なり＞の証でもあると思います。教科指導や担任の先生
の充実とともに、生活指導支援員、副校長アシスタント、部活動指導員、養護教諭補助、
読書学習司書など人的な措置対応は区教委の学校教育充実の熱意の表れです。大田
の子どもの未来像への確かな投資であろうと考えます。日々子どもたちが安心して学ぶ
最も重要な教育環境づくりであると思います。今後ともより一層の充実とその実績データ
の蓄積を求めたいところです。

65　いじめ防止対策

国のいじめ防止対策推進法（平成25年施行）以来、大田区でも着実な対応がとられ、そ
の進捗がみられることうれしく思います。いじめの問題は単にその事態の問題解決のみ
ならず、子ども個々の日々の学習活動や自己形成の在り方と深くかかわります。それだ
けに、教員の子どもの存在をみる力量や人権感覚、教科指導力、保護者との信頼関係
づくりなど、教育の総合力を子どもたちが問いかけている問題です。いじめの認知件数
の集積にとどまらず、これらの総合力との連関の分析を通したエビデンスの構築（実態・
指導・課題の一体化）を検討していただければ幸いです。

プラン５　魅力ある教育環境づくり【学校・教職員】について
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事業名

意見

事業名
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その他、大田区の教育に望むこと

教育の基本は「陶冶 （知識,能力,技能の習得）」と「訓育（意志および性格の育成）」にあることを踏
まえ、＜おおたの子どもたちが生きる次代＞を見据える必要があります。それゆえ、とくに「想定外
に対応できる」「エビデンスのある思考をする」「失敗に学ぶ」の３点の重視を各事業で展開するこ
とを提案します。この３つは、学びのカタチである＜知る⇒理解する⇒疑う⇒超える＞を子ども自
身に可能にしていくものです。また、子ども個々の豊かな人間性をはぐくむ観点から、例えば、
STEAM 教育の考え方に学ぶ施策・各事業を具現化することを期待します。Science（科学）、
Technology（技術）、Engineering（工学）、Art（芸術）、Mathematics（数学）の知恵に生かしながら、
子どもの個々の最適な学びを保障したいところです。

プラン６　学校・家庭・地域が一体となってともに進める教育【学校・家庭・地域】について

【当該プランに対する評価】　プラン６の各事業が緻密に実施されていることは評価できるところです。
各家庭や地域の支えとそれに呼応する子どもの家族愛・地域愛（エンゲージメント）の相乗は不可
欠です。ただ「今住んでいる地域行事に参加しているか」の調査（おおた教育ビジョンP65）で、令
和２年度は未実施でしたが、基準値の平成30年度の小６の肯定評価が49.9％です。都や国の数
値を下回っています。この意味に謙虚に学び、課題等を検討したいところです。

73～75の家庭・地域教育力

※73（家庭・地域教育力向上支援事業）、74（家庭教育学習会）、
　 75（PTA活動と連携した家庭教育支援）

プラン６にある事業を整理統合する方向性はいかがでしょうか。今日の地域や各家庭の
多様化もあって、大田区でも＜人の動きと協力＞がうまく融通できない状況があるように
思います。例えば、プラン６にある事業を73～75の３つの窓口に集約することはいかがで
しょう。子どもの学びの支援を重視するとき、地域・学校の図書館を拠点に保護者の学習
会・ペアレントトレーニングなどを展開することです。一体化を図る本プランでは、集約化
による事業内容の密度向上（やりがい・生き甲斐）が大切だと考えます。

80　図書館のICT化

ネット環境の急激な進展により、子どもたちを中心に（区民全体にも）本事業のニーズが
期待されています。各家庭でのタブレット端末活用（宿題や課題研究、受験勉強など）に
あっては、とくに子供たちは24時間の学びの動きの中で情報検索を求めるでしょう。81の
事業とも関連させ、区全体の図書館施策のあり様を構築することが大切だと思います。
コロナ禍への対応策としても有益であると考えます。

※81（池上図書館の移転）
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